
本
稿
は
、
戦
争
を
遂
行
す
る
新
政
府
と
戦
争
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
藩

と
い
う
視
角
か
ら
艇
応
四
年
(
-
八
六
八
）
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
見
る

も
の
で
あ
る
。

慶
応
四
年
、
秋
田
藩
は
二
度
に
わ
た
り
戦
争
を
起
こ
す
。
一
度
目
は

四
月
十
六
日
に
出
兵
を
開
始
し
閏
四
月
二
十
八
日
ま
で
戦
っ
た
庄
内
藩

と
の
戦
争
。
二
度
目
は
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
対
奥
羽
列
藩
同

盟
諸
藩
と
の
戦
争
。
そ
の
ど
ち
ら
も
新
政
府
の
命
令
に
従
っ
た
こ
と
に

よ
り
起
き
て
い
る
。

慶
応
四
年
一
月
十
六
日
、
秋
田
藩
に
会
津
出
兵
が
申
し
渡
さ
れ
る
。

四
月
六
日
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
か
ら
出
兵
先
が
会
津
か
ら
庄
内
へ
と
変
更

さ
れ
、
四
月
十
六
日
出
兵
開
始
と
な
る
。
実
際
の
戦
闘
は
閏
四
月
十
九

は
じ
め
に

日
か
ら
始
ま
る
が
、
一
週
間
強
で
戦
争
を
や
め
た
の
は
、
奥
羽
列
溜
同

盟
が
発
足
し
、
秋
田
藩
も
加
盟
し
た
か
ら
で
あ
る
。

同
盟
の
目
的
は
、
会
津
・
庄
内
両
藩
の
討
伐
を
進
め
る
奥
羽
鎮
撫
総

督
九
条
道
孝
、
副
総
督
沢
為
籠
、
参
謀
醍
醐
忠
敬
に
対
し
、
両
藩
の
寛

典
を
求
め
る
も
の
で
、
仙
台
・
米
沢
両
藩
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ

た。
奥
羽
鎖
撫
総
督
ら
は
、
会
津
・
庄
内
討
伐
を
実
行
に
移
せ
な
い
ば
か

り
か
、
東
北
中
の
大
名
が
寛
典
を
願
い
出
て
く
る
事
態
を
打
開
す
る
た

め
、
仙
台
を
離
れ
、
七
月
一
日
秋
田
藩
の
本
拠
久
保
田
城
下
に
拠
点
を

移
し
た
。
そ
し
て
、
秋
田
藩
に
庄
内
出
兵
の
再
開
を
迫
る
。

七
月
四
日
未
明
、
秋
田
藩
主
佐
竹
義
巽
は
同
盟
離
脱
と
庄
内
出
兵
の

再
開
を
決
意
し
、
再
び
の
戦
争
を
開
始
す
る
。
だ
が
二
度
目
の
戦
争

は
、
庄
内
藩
ば
か
り
で
な
く
、
同
盟
離
脱
の
制
裁
措
置
と
し
て
攻
め
込

畑

中

康

博

指
揮
命
令
系
統
か
ら
見
た
秋
田
藩
戊
辰
戦
争

ー
参
謀
・
監
軍
・
軍
将
＇
~
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ん
で
く
る
盛
岡
藩
と
仙
台
藩
を
も
相
手
に
し
た
大
規
模
な
戦
争
と
な
っ

た
。
藩
領
北
部
の
盛
岡
藩
と
の
戦
い
で
は
、
一
且
領
内
深
く
攻
め
込
ま

れ
る
も
、
反
転
攻
勢
に
よ
り
領
外
ま
で
押
し
戻
す
こ
と
に
成
功
し
、
九

月
二
十

H
の
休
戦
申
入
れ
に
よ
っ
て
終
結
し
た
。
し
か
し
仙
台
藩
・
庄

内
藩
と
戦
っ
た
藩
領
南
部
の
戦
い
で
は
、
雄
勝
郡
・
平
鹿
郡
・
仙
北
郡

と
戦
線
は
後
退
を
余
俵
な
く
さ
れ
、
九
月
十
六
日
に
仙
台
・
庄
内
両
藩

の
部
隊
が
撤
退
を
始
め
る
ま
で
苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
た
。

こ
れ
が
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
大
ま
か
な
流
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

維
新
期
の
秋
田
藩
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
藩
論
が
揺
れ
動
き
最
終
的
に
新

政
府
側
と
な
っ
た
政
治
的
な
動
き
の
解
明
に
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注

(
1
)
 

ぎ
こ
ま
れ
て
き
た
。

昨
今
、
栗
原
伸
一
郎
が
、
近
世
後
期
、
都
府
の
政
治
力
低
下
が
顕
著

に
な
る
に
つ
れ
、
諸
侯
が
家
格
を
超
え
た
地
域
連
携
を
行
う
よ
う
に
な

り
、
奥
羽
列
瑞
同
盟
は
こ
の
地
域
連
携
の
―
つ
の
姿
で
あ
る
と
い
う
見

(
2
)
 

解
を
示
し
た
。
秋
田
藩
主
佐
竹
義
発
が
同
盟
結
成
を
話
し
合
っ
て
い
る

白
石
会
議
に
参
加
し
た
戸
村
十
太
夫
へ
宛
て
た
書
状
に
は
「
周
囲
に
同

調
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
し
た
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
秋
田
藩
の
同
盟

(
3
)
 

加
盟
も
、
地
域
連
携
を
見
据
え
た
上
で
の
判
断
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
秋
田
藩
の
同
盟
離
脱
に
つ
い
て
も
理
解
が
簡
単

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
に
と
っ
て
は
仙
台
・
米
沢
両
藩
中
心
の
地
域

連
携
よ
り
も
、
久
保
田
城
下
に
終
結
し
た
奥
羽
鎮
撫
総
督
・
副
総
督
・

参
謀
の
命
令
の
方
が
大
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

戦
争
を
遂
行
す
る
新
政
府
と
そ
れ
に
従
う
藩
。
こ
の
関
係
性
は
戦
争

(
4
)
 

の
際
ど
の
よ
う
な
形
で
浮
か
び
上
が
る
の
か
。
こ
の
問
題
関
心
を
持
っ

て
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
に
関
す
る
記
録
を
見
る
と
、
戦
場
に
お
い
て
藩
士

た
ち
は
「
監
軍
」
と
い
う
役
職
の
人
物
か
ら
様
々
な
指
図
を
受
け
て
い

た
こ
と
に
目
が
留
ま
る
。

例
え
ば
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
七
月
六
日
条
に
は
、
秋
田
藩
が
庄
内

戦
争
を
再
開
し
た
こ
と
に
よ
り
部
隊
が
出
撃
し
て
い
く
記
述
の
最
後
に

上
田
雄
一
・
山
本
登
雲
助
に
監
軍
を
命
し
、
秋
田
勢
に
差
添
ひ
精
々

尽
力
す
へ
＜
申
付
た
る
趣
総
督
府
よ
り
達
あ
り
。
両
人
即
日
新
屋
口

に
出
陣
せ
り

と
あ
る
よ
う
に
、
秋
田
藩
の
部
隊
に
は
奥
羽
鎖
撫
総
督
に
よ
り
上
田
雄

一
と
山
本
登
雲
助
と
い
う
二
人
の
監
軍
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

(
5
)
 
る
。
秋
田
藩
の
部
隊
は
「
精
々
尽
力
す
る
」
監
軍
の
指
揮
下
で
戦
っ
た

の
で
あ
る
。

軍
事
史
の
視
角
か
ら
戊
辰
戦
争
を
論
じ
た
も
の
を
見
る
と
、
銃
砲
の

発
達
段
階
か
ら
論
じ
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
で
戦
っ
た
部

隊
の
装
備
は
、
古
い
ス
タ
イ
ル
で
は
鎧
兜
・
槍
・
火
縄
銃
と
い
う
戦
国

時
代
さ
な
が
ら
の
も
の
か
ら
、
連
装
の
ラ
イ
フ
ル
銃
を
装
備
し
た
最
新

式
の
も
の
ま
で
新
旧
入
り
混
じ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
勝
利

を
収
め
た
も
の
は
、
椎
の
実
型
の
弾
丸
を
用
い
る
後
装
式
施
条
銃
を
装

備
し
た
部
隊
と
そ
の
部
隊
を
戦
力
と
し
て
巡
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
有

(
6
)
 

能
な
指
揮
官
の
有
無
だ
っ
た
と
説
か
れ
る
。
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秋
田
藩
が
戦
争
を
有
利
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
旧
式

(
7
)
 

の
銃
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
の
は
間
違
い
な
い
。

昭
和
十
二
年
(
-
九
三
七
）
八
月
六
日
、
郷
土
史
家
東
山
太
＿
＿
一
郎
が

戊
辰
戦
争
時
有
志
隊
（
佐
藤
日
向
手
）
員
だ
っ
た
佐
々
木
餌
網
と
遊
撃

隊
（
荒
川
久
太
郎
手
）
員
だ
っ
た
片
岡
康
治
を
招
い
て
、
戦
争
を
ふ
り

返
っ
て
も
ら
う
座
談
会
を
開
い
て
い
る
が
、
そ
の
席
上
佐
々
木
は
、
秋

田
藩
の
洋
式
部
隊
は
ミ
ニ
エ
ー
銃
や
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
（
両
銃
と
も

椎
の
実
型
弾
丸
を
用
い
る
先
込
式
施
条
銃
）
を
装
備
し
て
い
た
と
証
言

し
て
い
る
。
加
え
て
佐
々
木
は
、
秋
田
藩
の
通
常
の
部
隊
は
施
条
を
施

し
て
い
な
い
銃
を
多
く
装
備
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
庄
内
藩
は
施
条
銃

が
多
く
、
怖
か
っ
た
と
話
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
秋
田
藩
に
は
由

利
諸
藩
と
西
南
諸
藩
合
わ
せ
て
七
千
人
を
超
え
る
応
援
兵
力
が
お
り
、

秋
田
藩
兵
八
六
九
八
人
と
合
わ
せ
る
と
秋
田
藩
領
内
に
攻
め
込
ん
で
く

(
9
)
 

る
奥
羽
列
藩
同
盟
の
兵
力
よ
り
も
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
薩

摩
藩
や
長
州
藩
を
始
め
と
す
る
西
南
諸
藩
の
部
隊
が
装
備
し
て
い
た
銃

砲
が
同
盟
諸
藩
よ
り
劣
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
秋
田
藩
を
含
む
新
政
府
軍
が
戦
線
を
維
持
で
き
ず
に
敗
退
を
繰
り

返
し
た
の
は
、
銃
砲
の
発
達
段
階
以
外
の
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け

れ
ば
説
明
が
つ
か
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
、
作
戦
を
立
案

し
た
新
政
府
の
「
参
謀
」
、
前
線
の
部
隊
で
様
々
な
指
図
を
下
し
た
「
監

軍
」
、
そ
し
て
実
戦
部
隊
を
率
い
る
秋
田
藩
の
「
軍
将
」
を
つ
な
ぐ
指

揮
命
令
系
統
に
着
目
し
、
と
り
わ
け
次
の
二
つ
の
問
題
か
ら
戦
争
の
特

質
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
第
一
は
慶
応
四
年
四
月
と
七
月
の
二
度
の
戦
争
で
「
参
謀
」
「
監

軍
」
「
軍
将
」
の
か
か
わ
り
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
で
あ
る
。
秋

田
藩
と
庄
内
藩
が
戦
っ
た
慶
応
四
年
四
月
の
戦
争
時
、
奥
羽
鎖
撫
総
督

は
仙
台
、
副
総
督
は
新
庄
に
い
た
。
し
か
し
対
奥
羽
列
藩
同
盟
と
の
戦

争
と
な
っ
た
七
月
か
ら
九
月
の
戦
い
で
は
、
総
督
及
ぴ
副
総
督
は
秋
田

藩
領
内
に
い
た
。
つ
ま
り
戦
争
の
激
し
さ
と
作
戦
を
下
知
す
る
側
と
さ

れ
る
側
の
距
離
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
前
後
二
つ
の
戦
争
に
指
揮

命
令
系
統
の
変
化
も
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
の
が
第
一
点
で
あ
る
。
問

題
の
第
二
は
、
艇
応
四
年
八
月
に
奥
羽
鎮
撫
総
督
が
秋
田
で
戦
う
各
藩

部
隊
の
隊
士
に
「
参
謀
添
役
」
「
監
軍
」
「
使
役
」
と
い
っ
た
役
職
を
与

え
た
点
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
秋
田
藩
士
中
安
泰
治
も
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
秋
田
藩
の
部
隊
を
監
視
す
る
の
は
、
薩
庶
藩
士
や
長
州
藩
士

だ
っ
た
。
こ
こ
に
中
安
が
加
わ
り
、
秋
田
藩
士
が
秋
田
藩
部
隊
を
監
視

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

本
稿
で
は
指
揮
命
令
系
統
に
関
す
る
こ
の
二
つ
の
問
題
か
ら
、
奥
羽

鎖
撫
を
進
め
る
新
政
府
が
秋
田
藩
に
ど
の
よ
う
な
従
属
を
強
い
た
の

か
、
そ
し
て
戦
争
遂
行
時
の
国
家
権
力
と
地
方
藩
と
を
つ
な
ぐ
論
理
は

何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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〈表 1〉座応4年4月に出陣した秋田藩部隊一覧

出陣H 軍将 兵力 布陣地→進撃先

第1軍 4月16日 渋江内膳 675人 小滝→観音森

第2軍 4月278 小場小伝治 513人 塩越→大須郷→観音森

梅沖千代吉 149人 塩越→小砂川→女鹿

第3軍 4月27El 梅津小太郎 365人 百宅→1却内藩領増川村

疋田八弥 172人 矢島→庄内藩領増川村

第4軍 4月298 荒川久太郎 156人 海路吹浦に上陸→女鹿村

本総荘大将口 閏4月15日佐竹大和 679人!It満寺

「戊辰秋田藩戦品」（「秋田叢苦第4巻」）を中心に作成

本
節
で
は
、
塵
応
四
年
四
月
か
ら
閏
四
月
に
か
け
て
行
っ
た
庄
内
出

兵
に
お
け
る
、
監
軍
と
秋
田
藩
の
部
隊
と
の
関
係
を
述
べ
る
。

(
1
)
監
軍
の
来
藩

艇
応
四
年
(
-
八
六
八
）
四
月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
庄
内
出
兵
の

部
隊
を
〈
表
l
〉
に
示
す
。

仙
台
に
い
た
奥
羽
鎖
撫

総
督
か
ら
監
軍
と
し
て
長

州
藩
士
山
本
登
雲
助
と
薩

摩
藩
士
長
尾
消
右
衛
門
が

来
藩
し
た
の
は
出
兵
開
始

二
日
後
の
四
月
十
八
日
で

あ
る
。
二
人
は
、
秋
田
藩

家
老
戸
村
十
太
夫
と
岡
本

又
太
郎
に
、
三
日
以
内
に

庄
内
藩
へ
の
攻
撃
を
開
始

す
る
よ
う
伝
え
た
。
山
本

と
長
尾
は
、
閏
四
月
二

H
、

現
地
で
指
揮
を
と
る
べ
く

-JI) 

由
利
郡
に
赴
い
た
。
そ
こ

で
二
人
が
本
荘
藩
を
通
じ

慶
応
四
年
四
月
の
庄
内
出
兵
に
お
け
る
監
軍
と
軍
将

て
秋
田
藩
軍
事
方
に
送
っ
て
き
た
の
が
次
の
書
状
で
あ
る
。

(12) 

[
史
料
1
]

以
愚
札
申
達
候
。
不
日
打
入
候
節
今
二
も
可
被
成
候
よ
り
、
其
御

方
よ
り
之
二
番
手
佐
竹
大
和
殿
人
数
又
は
津
軽
家
応
援
隊
之
人

数
、
御
地
え
到
着
相
成
候
ハ
、
御
見
合
せ
、
早
々
此
方
え
御
出
張

相
成
候
様
御
取
斗
給
度
、
此
旨
早
々
御
掛
合
申
遣
候
。
以
上

辰

閏

四

月

四

日

奥

羽

鎖

撫

総

督

使

中山
本
登
雲
助

長
尾
消
右
衛
門

秋
田
表
御
軍
事
掛
御
役
人
衆

山
本
と
長
尾
が
秋
田
藩
に
要
求
し
た
の
は
、
秋
田
藩
大
館
城
主
佐
竹

大
和
の
部
隊
と
弘
前
藩
の
部
隊
の
出
陣
だ
っ
た
。
佐
竹
大
和
の
部
隊
は

(13) 

四
月
二
十
九
日
に
大
館
（
現
大
館
市
）
を
発
ち
、
閏
四
月
四

8
八
つ
時

(14) 

過
ぎ
に
久
保
田
へ
到
着
し
た
。
ま
た
弘
前
藩
の
部
隊
は
、
閏
四
月
四
日

(15) 

か
ら
十
三
日
に
か
け
て
久
保
田
に
到
着
し
て
い
る
。
佐
竹
大
和
の
軍
勢

(

1

6

)

c

l

i

)

 

は
六
七
九
人
、
弘
前
藩
の
部
隊
は
六
二
四
人
で
あ
る
。
右
の
書
状
が
久

保
田
に
届
い
た
の
は
、
佐
竹
大
和
の
軍
が
久
保
田
に
到
着
し
、
弘
前
藩

の
部
隊
が
集
結
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
請

に
対
す
る
藩
庁
の
返
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(18) 

[
史
料
2
]

貴
簡
謹
て
奉
拝
見
候
。
然
は
今
日
討
入
之
都
合
二
も
可
被
成
候
よ

り
、
二
番
手
並
二
津
軽
家
応
援
之
人
数
妥
許
着
二
相
成
候
ハ
、
見
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合
せ
候
。
早
々
其
地
へ
出
張
い
た
し
候
よ
ふ
可
取
斗
之
段
、
即
重

役
え
申
聞
候
処
、
被
仰
下
候
御
旨
趣
之
儀
承
知
仕
候
。
〈
以
下
略
〉

辰

閏

四

月

五

日

秋

田

軍

事

方

奥
羽
鎮
撫
御
副
督
御
使
節
様

[
史
料
ー
]
と
[
史
料
2
]
の
書
状
で
明
ら
か
な
の
は
、
監
軍
と
秋

田
藩
•
本
荘
藩
と
の
力
関
係
で
あ
る
。
山
本
登
雲
助
と
長
尾
清
右
衛
門

は
、
本
荘
藩
の
飛
脚
を
用
い
秋
田
藩
に
部
隊
の
出
陣
を
求
め
、
秋
田
藩

は
そ
の
意
向
に
従
お
う
と
し
て
い
る
。
監
軍
は
書
状
を
届
け
る
の
に
は

本
荘
藩
を
利
用
し
、
秋
田
藩
の
兵
を
出
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
監
軍
の
二

人
は
、
秋
田
藩
の
庄
内
戦
争
開
始
直
後
か
ら
、
自
分
た
ち
の
意
の
ま
ま

に
地
方
の
藩
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
塵
応
四
年
四
月
の
戦
争
で
秋
田
藩
に
来
藩
し
た
も
う
一
人
の
監

軍
で
あ
る
長
州
藩
士
上
田
雄
一
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

(19) 

[
史
料
3
]

各
様
御
壮
健
珍
重
之
御
儀
御
座
候
。
陳
ハ
拙
者
儀
、
副
総
督
よ
り
使

者
被
申
付
、
今
暁
当
表
え
致
着
候
。
就
て
ハ
庄
内
御
討
入
彼
是
之
事

件
致
御
談
判
度
俄
、
猶
御
藩
え
当
り
候
官
軍
之
御
旗
守
護
持
参
二
付
、

致
御
渡
候
間
被
仰
含
、
急
速
旅
宿
迄
被
成
御
出
可
被
下
候
間
、
右
得

御
意
候
。
以
上

閏

四

月

四

日

長

州

藩

上

田

雄

一

秋
田
藩
長
官
各
中
様

上
田
は
、
新
庄
（
現
山
形
県
新
庄
市
）
在
陣
の
奥
羽
鎖
撫
副
総
督
沢

為
批
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
上
田
は
、
久
保
田
に
で
は
な
く
、
閏
四
月
四
日
、

矢
島
（
現
由
利
本
荘
市
矢
島
町
）
で
庄
内
藩
へ
の
攻
撃
待
機
中
の
軍
将

梅
津
小
太
郎
の
も
と
に
現
れ
た
0

[
史
料
3
]
は
上
田
が
菊
紋
旗
を
下

賜
す
る
の
で
自
分
の
宿
所
ま
で
取
り
に
来
る
よ
う
秋
田
藩
の
軍
将
た
ち

に
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
上
田
は
そ
の
ま
ま
監
軍
と
し
て
梅

津
小
太
郎
の
部
隊
を
指
図
す
る
よ
う
に
な
る
。
梅
津
手
に
属
し
て
い
た

横
手
給
人
石
川
教
定
の
日
記
に
は
上
田
の
人
物
像
が
記
し
て
あ
る
。

(20) 

[
史
料
4
]

一
当
十
七
日
、
百
宅
え
参
候
沢
三
位
様
よ
り
使
節
上
田
雄
一
と
申
人
、

彼
是
差
図
致
し
、
同
人
事
年
齢
三
十
一
弐
位
と
相
見
得
、
見
目
よ

し
勢
高
く
文
武
兼
備
之
仁
と
相
見
得
申
候
よ
し
。
手
賀
之
噺
承
り

申

候

。

〈

傍

線

筆

者

、

以

下

同

じ

〉

石
川
は
同
僚
で
あ
る
手
賀
の
話
と
し
て
、
上
田
は
推
定
年
齢
三
十
一

歳
前
後
、
見
目
よ
く
背
の
高
い
人
物
と
あ
る
。
傍
線
部
、
彼
是
差
図
致

し
の
一
語
は
、
突
如
戦
場
に
上
位
者
と
し
て
現
れ
た
指
図
が
ま
し
い
監

軍
の
実
像
を
想
像
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

(2)
監
軍
の
指
図

秋
田
藩
の
庄
内
進
攻
作
戦
は
〈
表
1
〉
の
第
一
・
ニ
・
四
軍
が
鳥
海
山

の
西
側
山
麓
の
小
高
い
峰
で
あ
る
観
音
森
の
奪
取
と
浜
街
道
を
南
下
す

も
も
や
け

る
作
戦
、
第
三
軍
が
鳥
海
山
麓
東
側
の
百
宅
か
ら
峠
を
越
え
て
南
下
す

る
作
戦
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
鳥
海
山
西
側
の
作
戦
は
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(21) 

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
秋
田
藩
一
番
隊
渋
江
内
膳
の
軍
は
、
十
九
日
痙
暮
小
滝
村
を
出
発
。

観
音
森
を
二
十
日
未
明
に
攻
撃
す
る
。

②
二
番
隊
軍
将
小
場
小
伝
治
の
軍
は
、
十
九
日
暮
れ
に
塩
越
を
出
発

し
浜
街
道
を
南
下
。
渋
江
軍
の
観
音
森
攻
撃
に
合
わ
せ
て
山
麓
を

攻
め
上
る
。

③
荒
川
久
太
郎
の
第
四
軍
は
、
船
で
庄
内
藩
領
吹
浦
へ
上
陸
し
、
敵

の
背
後
に
廻
り
、
渋
江
・
小
場
の
軍
と
庄
内
藩
兵
を
挟
撃
す
る
。

ま
た
、
百
宅
か
ら
攻
め
下
る
第
一
二
軍
の
作
戦
も
閏
四
月
十
九
日
未
明

に
発
動
さ
れ
、
藩
士
た
ち
が
山
道
を
駆
け
下
り
て
い
る
。
そ
し
て
「
戊

辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
八

H
条
を
見
る
と
、
山
本
登
雲
助
は
荒
川

(23) 

久
太
郎
を
指
図
、
上
田
雄
一
は
第
三
軍
の
軍
議
を
決
し
た
と
あ
る
。

次
の
史
料
は
、
第
三
軍
遊
軍
の
疋
田
八
弥
手
に
属
し
て
い
た
横
手
給

人
芳
賀
織
右
衛
門
の
日
記
閏
四
月
八
日
条
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、

山
本
は
浜
街
道
筋
で
、
上
田
は
百
宅
で
と
い
う
具
合
に
別
々
に
作
戦
を

立
て
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
三
人
の
監
軍
が
統
一
し
た
見
解
の
も
と

に
浜
街
道
筋
・
百
宅
双
方
の
軍
へ
指
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(24) 

[
史
料
5
]

〈
マ
マ
〉

一
同
八

H
、
引
田
公
よ
り
拝
見
被
仰
付
害
付
之
写
。

庄
内
諸
藩
口
為
防
御
ホ
、
一
之
手
ヲ
以
先
鋒
応
援
ニ
シ
テ
、
夫
々

被
致
御
手
配
候
付
て
は
、
ニ
ノ
手
内
半
分
程
払
川
ロ
・
増
田
ロ
・

大
須
郷
ロ
・
小
瀧
口
等
工
又
応
援
之
心
得
ニ
モ
致
御
手
配
置
候

間
、
御
屯
処
段
々
御
繰
出
ニ
シ
テ
、
先
鋒
之
動
援
二
依
リ
候
テ

被
仰
合
可
被
成
御
尽
力
。
以
上
副
督
府

山
本
登
雲
助

上
田
雄
一〈ママ〉

長
尾
消
左
衛
門

〈
マ
マ
〉

本
庄
ロ
ニ
ノ
手
御
出
張
御
隊
長
中
殿

八
嶋
口
ニ
ノ
手
御
出
張
御
隊
長
中
殿

本
荘
ロ
ニ
ノ
手
隊
長
は
小
場
小
伝
治
、
矢
島
ロ
ニ
ノ
手
隊
長
は
疋
田

八
弥
で
あ
る
。
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
た
の
は
閏
四
月
八
日
、
作
戦
発
動

「明治戊辰戦役賊軍侵入地図（部分）」
（秋田県立博物館菅江真澄資料センター寄託資料）

＼ 
叫如沼 <

ゑ』~,9:
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の
十
一
日
前
で
あ
る
。
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
秋
田
藩
の
軍
将

は
、
藩
主
や
藩
庁
軍
事
方
か
ら
部
隊
の
展
開
や
作
戦
の
発
動
を
命
令
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
秋
田
藩
の
軍
将
に
作
戦
を
下

知
す
る
の
は
、
現
地
の
監
軍
な
の
で
あ
る
。

百
宅
で
攻
撃
開
始
の
下
知
が
あ
っ
た
こ
と
を
評
定
奉
行
会
田
多
仲
．

副
役
樋
口
忠
蔵
へ
知
ら
せ
た
梅
津
小
太
郎
手
陣
場
奉
行
根
本
周
助
の
書

状
を
見
て
み
よ
う
。

（
お
）

[
史
科
6
]

一
筆
啓
上
仕
候
。
梅
雨
之
節
愈
各
様
洪
福
奉
珍
賀
候
。
然
は
到
~

使
節
よ
り
今
十
九
日
八
時
出
兵
夜
襲
可
致
旨
之
指
図
有
之
、
只
今

惣
軍
出
兵
、
矢
嶋
軍
勢
案
内
と
し
て
追
々
進
ミ
、
其
跡
え
高
屋
五

左
衛
門
・
山
県
三
郎
一
手
宛
左
右
間
道
よ
り
夜
中
之
山
を
越
、
翌

廿
日
未
明
庄
内
え
討
入
都
合
。
尤
左
右
両
山
へ
次
々
大
筒
、
其
次

は
小
筒
、
其
次
戦
士
槍
を
入
れ
突
崩
候
手
割
、
壱
両
日
中
勝
を
奏

し
可
申
候
。
〈
以
下
略
〉

閏

四

月

十

九

日

根

本

周

助

会
田
多
仲
様

樋
口
忠
蔵
様

傍
線
部
に
、
到
着
使
節
、
つ
ま
り
上
田
雄
一
が
攻
撃
開
始
の
命
令
を

下
し
た
と
あ
る
。
右
の
書
状
と
共
に
根
本
が
送
っ
た
「
使
節
よ
り
被
相

渡
候
手
割
写
」
も
見
て
み
よ
う
。

閏
四
月
十
九
日
昼
八
ツ
時
よ
り
百
宅
出
足
。
翌
廿
日
暁
天
前
、
田
股

口
当
貝
沢
村
口
間
道
よ
り
増
田
え
討
入
候
手
割

一
夜
襲
田
股
口

先
鋒
六
拾
人
程

内
、
矢
嶋
―
ニ
ノ
遊
撃
隊
参
拾
五
人
。
佐
竹
銃
隊
足
軽
弐
拾

五
人
。
右
先
鋒
よ
り
二
三
丁
相
後
れ
砲
声
之
相
図
二
繰
込
候

援
兵
百
人
程
。

内
、
佐
竹
鎗
隊
弐
拾
五
人
、
矢
嶋
一
之
手
銃
隊
半
小
隊
、
佐

竹
銃
隊
士
分
弐
拾
五
人
、
同
藩
足
軽
同
三
拾
人
程
。

一
夜
襲
貝
沢
口
間
道

先
鋒
六
拾
人
程

内
、
矢
嶋
一
ノ
手
銃
隊
半
小
隊
、
佐
竹
銃
隊
四
拾
人
程

同
、
右
先
鋒
よ
り
二
三
町
相
後
れ
、
砲
声
之
相
図
繰
込
援
兵

百
人
程
。
内
、
佐
竹
鎗
隊
合
隊
六
拾
人
程
。
矢
嶋
ニ
ノ
手
銃

隊
三
拾
八
人
程
。

一
病
人
等
有
之
は
不
残
百
宅
え
相
残
候
事
。

其
余
之
兵
有
之
候
は
、
先
於
百
宅
二
防
禦
可
被
相
残
候
事
。

右
之
手
割
二
て
御
座
候
間
、
増
田
之
敵
兵
討
払
、
乗
取
之
上

ハ
、
観
音
森
え
味
方
為
取
回
、
両
三
軒
放
火
時
宜
二
応
し
、

当
両
口
援
兵
先
達
之
内
を
以
上
寺
え
向
け
討
入
、
先
鋒
兵
之

儀
ハ
増
田
・
貝
沢
村
等
二
て
防
禦
。
余
は
現
場
之
隊
長
駆
引

二
有
之
候
事
。

軍
将
梅
津
小
太
郎
に
対
す
る
監
軍
上
田
雄
一
の
戦
闘
開
始
の
下
知
は
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単
な
る
指
図
で
は
な
く
、
山
道
を
攻
め
下
る
作
戦
に
つ
い
て
、
部
隊
別

の
配
置
、
人
数
、
防
御
な
ど
細
か
に
指
示
し
て
い
る
。

実
際
の
戦
闘
の
場
面
で
、
監
軍
は
秋
田
藩
士
に
ど
の
よ
う
な
指
図
を

し
た
の
か
を
示
す
一
例
を
次
に
示
す
。

(26) 

[
史
料
7
]

同
（
七
月
）
廿
三
日
朝
四
つ
時
に
も
候
や
、
兼
て
先
鋒
打
入
小
場
小

伝
治
之
隊
大
須
郷
御
滞
陣
之
処
へ
庄
賊
襲
撃
二
て
大
小
砲
打
合
と
相

成
、
双
方
之
散
弾
山
岳
二
押
き
聰
敷
相
聞
得
候
故
、
（
琲
満
）
寺
外

高
森
へ
駆
登
り
見
渡
候
得
ハ
、
間
も
な
く
川
袋
村
へ
火
の
手
揚
り
、

砲
戦
々
烈
敷
相
成
候
故
、
槍
隊
甲
冑
二
て
汐
越
村
へ
繰
出
候
所
、
途

中
二
て
使
節
山
本
登
雲
助
差
心
得
ニ
ハ
、
即
今
銃
隊
砲
戦
之
場
へ
槍

隊
混
雑
二
て
ハ
却
て
打
合
の
妨
け
、
若
し
同
士
討
等
有
之
候
て
も
大

変
二
候
故
、
其
隊
は
是
よ
り
金
の
浦
へ
引
上
、
此
方
差
図
次
第
進
軍

可
致
報
二
付
、
槍
隊
甲
冑
之
侭
二
て
引
払
い
、
同
所
二
て
番
兵
、
晩

陣

屋

へ

引

取

り

休

息

仕

候

。

〈

（

）

補

註

筆

者

〉

こ
れ
は
、
明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
八
月
に
書
か
れ
た
佐
竹
大
和
手

銃
隊
組
頭
根
本
源
三
郎
の
戦
争
履
歴
書
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

戦
闘
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
佐
竹
大
和
の
槍
隊
が
、
監
軍
山
本
登
雲
助
の

指
図
に
よ
り
退
却
さ
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。
監
軍
が
佐
竹
大
和
に
槍
隊
の

退
却
を
指
図
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
直
接
槍
隊
に
指
図
し
て
い
る
点
に

注
目
し
た
い
。
戦
場
の
藩
士
た
ち
は
、
自
軍
の
軍
将
よ
り
も
監
軍
の
指

図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

秋
田
県
公
文
習
館
所
蔵
の
古
内
家
文
書
に
は
、
慶
応
四
年
(
-
八
六

藩
主
と
藩
士
は
命
令
と
服
従
の
直
接
的
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
藩
主
や
軍
将
か
ら
藩
士
に
下
さ
れ
る
下
知
は
命
令
で
あ
る
。

だ
が
、
藩
の
上
部
機
関
で
あ
る
新
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
監
軍
と
、

藩
主
が
軍
団
長
と
し
て
任
命
し
た
軍
将
の
関
係
は
直
接
的
な
命
令
関
係

に
は
な
い
。
間
接
的
な
命
令
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
監
軍
の
軍
将

に
対
す
る
下
知
は
、
命
令
で
は
な
く
指
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
し
監
軍
が
命
令
に
よ
り
秋
田
藩
の
軍
を
動
か
す
の
で
あ
れ
ば
、
監

軍
は
藩
主
に
、
藩
主
は
軍
将
に
と
い
う
形
で
命
令
が
下
達
さ
れ
動
く
と

い
う
の
が
筋
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
戦
場
の
流
動
的
な
事
態
に

対
処
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
監
軍
は
軍
将
に
指
図
を
下
知
す
る
の
だ

が
、
戦
闘
の
場
面
に
な
る
と
軍
将
さ
え
も
通
さ
ず
に
直
接
秋
田
藩
士
た

ち
を
動
か
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
秋
田
藩

戊
辰
戦
争
と
は
秋
田
藩
主
や
軍
将
た
ち
に
と
っ
て
指
揮
権
の
な
い
戦
争

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

命
じ
る
側
と
、
命
じ
ら
れ
る
側
、
こ
れ
が
間
接
的
な
命
令
関
係
で
あ

る
指
図
で
つ
な
が
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
指
揮
命
令
系
統
か
ら
見
た
戊
辰

戦
争
の
特
質
で
あ
る
と
い
え
る
。

慶
応
四
年
七
月
の
対
奥
羽
列
藩
同
盟
戦
争
に
お
け

る
監
軍
上
田
雄
一
と
軍
将
古
内
左
惣
治
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八
）
七
月
七
日
に
出
陣
し
た
秋
田
藩
三
番
手
軍
将
古
内
左
惣
治
に
宛
て

て
送
ら
れ
た
監
軍
上
田
雄
の
指
図
が
記
さ
れ
た
書
状
が
多
数
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
〈
表
2
〉
に
示
す
が
、
古
内
へ
の
指
図
は
、
部
隊
移
動
、

斥
候
、
合
言
葉
の
決
定
、
放
火
、
戦
闘
開
始
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

も
の
が
あ
あ
る
。

こ
の
節
で
は
、
上
田
雄
一
の
古
内
に
対
す
る
指
図
と
、
古
内
手
戦
士

（町）

貝
塚
久
吉
の
日
記
か
ら
、
慶
応
四
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
対
奥
羽
列
藩
同
盟
戦
争
に
お
け
る
監
軍
・
軍
将
・
藩
士
の
関
係
を
見

て
い
き
た
い
。

(1)
古
内
左
惣
治
手
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て

ま
ず
〈
表
2
〉
か
ら
古
内
左
惣
治
の
軍
の
動
き
を
見
て
み
よ
う
。
古

内
左
惣
治
の
軍
は
七
月
七
日
に
久
保
田
を
発
ち
羽
州
街
道
を
南
下
、
大

曲
か
ら
横
手
盆
地
西
側
の
道
を
西
馬
音
内
（
現
羽
後
町
）
に
抜
け
、
笹

森
丘
陵
を
越
え
て
十
五
日
に
矢
島
に
到
着
し
た
。
し
か
し
庄
内
藩
兵
が

矢
島
に
迫
る
と
、
来
た
道
を
戻
る
形
で
横
手
盆
地
に
出
て
、
盆
地
西
側

の
道
を
北
上
し
八
月
十
四
日
神
宮
寺
（
現
大
仙
市
神
宮
寺
）
に
至
る
。

神
宮
寺
で
は
玉
川
沿
岸
の
大
河
原
（
大
仙
市
松
倉
）
に
滞
陣
。
そ
し
て

八
月
二
十
三
日
、
盛
岡
藩
の
小
部
隊
が
生
保
内
口
（
現
仙
北
市
田
沢
湖
）

に
来
襲
す
る
情
報
が
入
る
と
、
大
河
原
か
ら
生
保
内
へ
移
動
。
し
か
し

大
き
な
戦
争
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
保
内
か
ら
下
延
村
（
現
仙

北
市
角
館
町
下
延
）
へ
移
動
し
、
そ
こ
で
仙
台
藩
兵
が
退
却
す
る
ま
で

い
ず
れ
も

留
ま
っ
た
。

従
来
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
研
究
に
お
い
て
は
、
軍
将
は
誰
の
指
示
で

部
隊
を
動
か
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

仙
台
藩
・
庄
内
藩
の
進
攻
に
よ
り
、
秋
田
藩
は
平
鹿
郡
か
ら
仙
北
郡
へ

戦
線
を
後
退
さ
せ
、
平
鹿
郡
と
雄
勝
郡
は
占
領
さ
れ
る
に
至
る
の
だ
が
、

こ
の
退
却
は
藩
主
又
は
秋
田
藩
軍
事
方
の
命
令
、
若
し
く
は
軍
将
と
し

て
の
自
ら
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
古
内
は
監
軍
に
指
図
さ
れ

て
退
却
の
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

艇
応
四
年
八
月
八
日
、
上
田
か
ら
古
内
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
を
あ
げ

る。

(28) 

[
史
料
8
]

大
沢
村
渡
し
場
脇
大
砲
井
固
メ
御
人
数
不
残
御
引
揚
二
相
成
候
。

〈
後
略
〉八
月
八
日

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
古
内
手
戦
士
の
貝
塚
久
吉
は
、
次
の
よ

う
に
日
記
に
記
し
て
い
る
。

(29〉

[
史
料
9
]

一
大
沢
川
辺
ヨ
リ
引
取
、
深
井
村
ニ
テ
昼
食
暫
休
息
。
賊
来
ル
注
進

有
リ
テ
川
辺
へ
繰
出
、
待
テ
ト
不
来
、
又
同
村
へ
引
取
宿
陣
、
暁

志
賀
幸
之
進
来
リ
。
浅
舞
口
破
レ
、
賊
四
方
ヨ
リ
押
込
来
ル
由
。

上
田
ヨ
リ
沙
汰
有
リ
角
間
川
迄
引
揚
之
儀
伝
之
。

古
内
左
惣
治
が
い
た
大
沢
村
と
貝
塚
が
い
た
深
井
村
は
、
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〈表2〉古内左惣治手の動きと監軍上田雄一の指示

月H 古位内左惣治の骰
上料公文田名雄害」館一（汽の古料害内番状家号文）（秋書）田「県汽 上田雄一の書状の内容 古内手貝塚久吉の位脱

7月7H 戸岨

7月8H 刈和野

7月9日 神宮寺

7月10H 角間川

7月11H 西馬音内

7月1213 田代村

7月13H 川代村 久保田→刈和野

7月14El 笹根子村 位隊へ（戊の指辰令戦争）梅（古浪内・11古1)内
柑村揮で手津へ先下は隊鋒行ーの防き御IうII本ち．ー手り介隊、はは残百小のの指宅瀧

刈和野→西馬音内
t-入れ。晶古防内御 一
百宅先鋒 り
は払川口へ

7月158 矢島 西馬音内→平根

7月16H 矢島 平根→矢島

7月17El 矢島 矢島本陣詰

7月18H 矢島 矢島市中廻り

7月19El 矢島 矢島

7月20I] 矢島 矢島

7月218 矢島 矢島

7月22H 矢島 矢島→薬師堂

7月23H 矢島 薬師堂→行者堂

7月24El 矢島 行者堂→矢島

7月25El 矢島 矢島

7月26日 矢島 告[1Fと状指］令（戊）辰（古戦内争11戦2況)報 大。派瀧遣今村せBに中よ賊に襲銃来隊し合笹戦ヘに を子 矢島

7月27B 矢島 矢島→百宅

7月28H 村矢島→川代 百宅（戦闘） →田代村

7月29B 沢m村代村→大 へ［許の状指］令（戊）辰（古戦内争11矢7島)口大沢を守備せよ rn代村→大沢村

8月lH 大沢村 へ噴の状指］令（戊）辰（古戦内争10矢1)島口 f百t.5宅者村を報口争告せ戦のよ様子と死 者大在沢）陣→の横小手鷹→狩大源沢太（へ横使手

8月2H 大沢村 大沢村

8月3H 大沢村 1矢1（2古112F島)内状口］05I(へ）戊／のr辰司指（戦古令争内） 万敵太一鼓の異で夜変知襲がらせあに備え よ／ ろったら貝と 大沢村

I告宵と状指l令（戊）辰（古戦内争1戦27況)報
院内き口候も昨H官を湯軍進沢辺撃に

8月4El 大沢村 つ斥 l人 に 大沢村
出せ

へ1作[11’1のt1と状状指指］l 令令（（戊）戊）（辰辰（古古戦戦内内争争111矢戦084品況)) / 報D 
探南索人入れ込火みの指が示見／ 

8月58 大沢村 の方角斥に の手を え 大沢村
るので候 l人出せ

/ロ［曹ヘliiJ状の（］古指（内令戊）10辰3（戦古)争内矢109島) 当洋ロ割れへ銃るり官手のを続軍すで兵き、るが1沼よ差人館う宛し術に向け8月5H 大沢村
ら の

大沢村
宿西 ／ 
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月H 古位内左惣治
の骰

料公上文名田害」雄館一（賓古の料害内番家状号文）（瞥秋）田「県資 上田雄一の曹状の内容 古内手貝塚久吉の位閉

8月6El 大沢村 [ へ［t!f行の状付指ll令（（戊）戊（辰辰古戦戦内争争1矢指04令島)/ ） 口
合る／辞は「逃」「行」 にす

大沢村
状の況で不知詳らせの報る知があった

8月7H 今宿村 へ［杏の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢9)島口 少数の銃隊で夜襲をかけ 今宿村
よ

8月78 今宿村 告［行と状指］令（戊）辰（古戦内争11戦3況)報 湯沢人辺大火につをき、斥候
1 を出し報告 今宿村

8月78 今宿村 指［書令状）］（（古戊内辰11戦5争)軍議の 今軍ら村議れ喜たを左行し衛う。門小を田同野道刑し部来・今宿村

8月813 今宿村 ［（古密内状］124（戊)辰戦争指令） 大沢村より退却せよ 今宿村

8月98 角冊川村 へ［杏の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢7)島口 探を索篤人を入れ込み、放火と沙汰せよ
角1lll川村

8月9B 角間川村 へ［害の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢8)島口 揚大曲げ村よまで只今より引き 角圃川村

8月108 角rdJ川村 へ[1tの状指］令（戊）辰（古戦内争1各29隊)長 大神宮曲寺迄ま退で却退し却、せ一よ泊し、 角間川村

8月10日 角間川村
［き廻揚文げ］指（戊令辰）戦（古争惣内軍13引2-

惣軍大曲迄退却せよ 角IIIJ川村
2) 

8月11日 大曲村 へ［曹の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢2)島口 花館村へ退却せよ 大曲村

8月118 大曲村 告［杏と状指］令（戊）辰（古戦内争1戦26況)報神宮寺へ退却せよ 大曲村

8月12日 花館 花館

8月13日 花館 花館

8月148 大河原 花知館る）（角→神rd)宮J11戦寺争敗戦を

8月158 大河原 伐げ133以)（戊来辰の戦軍争配矢置嶋）引（古き揚内 四ふツ谷と潟•之・四下向ツ延谷•村松小部倉河隊村原配・・
小骰よ杉山村こ 大河原

8月16日 大河原 神宮寺

8月17日 大河原 神宮寺

へ［害の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢4)品口
先銃日手渡統すきのミネヘール

8月18日 大河原 を ので受け取るよ 神宮寺
うに

8月19B 大河原 神宮寺

8月20B 大河原 へ覚器1［書35-の手状（2戊指配)］ 辰令に（戊戦）つ辰争（い古戦軍て内争配）9矢置1)（古島と/ 武口内只斥が獅場現指子示山候今・な台鼻立によい場台の出。り場江へ1神た向の・疋下部ひ宮い隊台ノ貸寺が河場配せ乗ま原置・で馬／ 権台の 神宮寺

8月218 大河原 神宮寺

8月228 大河原 神宮寺

8月23日 大河原 神め宮る寺だ台け場） （花館合戦眺

8月248 生保内村 へ［害の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢5)島口 生と保交代内口野備、渋江兵部 生保内村
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月H 古位内左惣治
の骰

料上公田文名雄苔」一館（汽古の料許内番状家号文）（秋許）川「県賓 上田雄一の井状の内容 古内手貝塚久吉の位骰

8月24H 生保内村 へ［苦の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢6)島口
これよりその方まで罷り

生保内村
越す

8月25日 生保内村 [（古1t内状］125（戊)辰戦争指令）
大急川があるので 1人遣

生保内村
わしてほしい

8月26H 下延村 へ[iifの状指］令（戊）辰（古戦内争10矢6島)口 只今より下延村へ繰り出 下延村
せ

内[と{IFの11状交8-］2代)（戊に辰つ戦い争て薩）床（古隊 一手生残保らず低州lnJ兵と交代8月26El 下延村 し 内口へかえ、と 下延村
神宮寺より指示あり

へ［打の状指］令（戊）辰（古戦内争1矢00島)口
穴庫りになったので早れ に々

8月26H ード延村 繰出せ。夜になば台 下延村
楊見分も難しい

8月27H 下延村 下延村

8月28H 下延村 へ［井の状指］令（戊）辰（古戦内争9矢3)島口 矢島衆が築人造を派した台場へ
マタギ5 迅せよ

下延村

8月29B 下延村 へ［訃の状指］令（戊）辰（古戦内争1矢20島)口
矢き受島け2て人台獅を場子貝塚昴を守久台備場吉がし引て

いたが、 へ移
下延村

動させよ

［よ井り状の］指（戊令辰）戦（古争内監1軍31)局
水沢口に賊銃．兵が現れた

8月晦H 下延村 ら、 25人の 隊で防御 下延村
せよ

9月1H 下延村 告［内と状指］令（戊）辰（古戦内争11戦似況2報) 貝塚手と薙州を交代せよ 下延村

9月2H 下延村 下延村

9月3□ 下延村 下延村

9月4H 下延村 下延村

9月5H 下延村 下延村

9月6H 下延村 下延村

9月7H 下延村 下延村

9月8H 下延村 下延村

9月9H 下延村 ［へ苔の状指l令（戊）辰（古戦内争10矢7島)口早々に 1人差し出せ 下延村

9月10日 下延村 下延村

刈和、のを野反で小撃に、杉近の貝山先々塚ま賊陣久でがと吉差せ殷手来しよす
下延→小杉山（斥神候宮寺退

9月llH 下延村 へ［井の状指］令（戊）辰（古戦内争11矢0島-2)口 人る 向15 
却っヽ ） の新庄藩士 に会

け

9月12H 下延村 ［（古訃状内］123（戊-2)辰戦争指令） 小杉山村へ部隊を送れ 小杉山→下延村

9月12H 下延村 [（古1}内状］128（戊)辰戦争指令） 刈進和撃報野告にへつせ長き州、藩斥候・振を遠も隊っ小杉山→下延村
てよ

9月12H 下延村 軍［甘配状間］）（戊（古辰内戦1争46水)沢口 古太内手の寺崎・跨尾・信
・貝塚の配附

小杉山→下延村

へ［害の状指］令（戊）辰（古戦内争10矢2島)口 争戦御届1fを早々に提出9月13H 下延村
せよ

下延村

9月14H 水沢 下延→水沢→荒川→境

9月15H 境 培（大合戦）

9月16日 船岡山 境→荒川

9月17B 蜂吉川 荒川→淀川

9月188 浅舞 淀川→刈和野→神宮寺
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月日 の古位内骰左惣治 公料上文名田雄害」館一（汽古の料杏内番状家号文）（書秋）田「県汽上田雄一の害状の内容 古内手貝塚久吉の位骰

9月19日 浅舞 神宮寺→横手

9月20日 湯沢 横手→湯沢（軍将と会う）

9月21H 鵜巣 湯沢→西馬音内→大沢

9月22日 大沢 大沢（初風呂）

9月23日 矢島 大沢→老方→矢島

9月24日 矢島 矢島

9月25日 矢島 告［杏と状指］令（戊）辰（古戦内争1戦34況)報 肥矢道のく州他Bのよ隊殿か人う馬尽長へら久継力の・保せ今立指宮が1l1よ図大円ま。学滑で塩のに越・そ街行・矢島

9月268 矢島 矢島

9月27日 矢島 矢島

9月28日 矢島 矢島

9月29日 矢島 矢島

10月1日 矢島 矢島→濁川→木境薬師堂

10月28 矢島 木境→濁川→矢島

10月3H 本荘 矢島→滝沢→本荘

10月4日 塩越 本荘→塩越

10月58 塩越 塩越

10月6日 本荘 塩越→平沢→本荘

10月78 滝ノ下 本荘→滝の下

10月8日 焔 滝の下→新屋（本陣）

10月9H 久保田

10月10H 久保田

10月118 久保田

10月12日 久保田

10月13H 久保田

10月14B 久保田→松渕村

10月158 松渕→淀川→刈和野

10月16B 刈和野→角館

10月178 （総抒府より凱旋許可）

10月188 角館→刈和野

10月19B 刈和野→戸島

10月20B 戸島→久保田

佐竹文庫「戊辰戦争関係杏類」（秋田県公文杏館AS212.l-72)・古内家文杏（同館）・貝塚消直「出陣記録」
より作成
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秋田藩士の戦死日
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「軍功取調ー」（秋田県公文許館
より作成

県A-237-1)「軍功取調二」（県A-237。2)「軍功取調三」（県A-237-3)

現
横
手
市
雄
物
川
町
の
集
落
で
、
雄
物
川
を
挟
ん
だ
両
側
に
位
置
し
て

い
る
。
古
内
は
雄
物
川
西
側
山
際
の
大
沢
村
に
陣
取
り
、
貝
塚
は
雄
物

川
を
渡
河
し
た
深
井
村
に
い
た
。
日
記
に
は
、
大
沢
・
深
井
両
村
よ
り

東
方
の
浅
舞
村
で
友
軍
が
負
け
た
た
め
、
角
間
川
（
現
大
仙
市
角
間
川

町
）
ま
で
北
上
せ
よ
と
い
う
上
田
の
指
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。自
軍
の
部
隊
移
動
に
つ
い
て
記
し
た
貝
塚
の
「
出
陣
記
録
」
八
月

十
二
日
条
を
次
に
あ
げ
る
。

函
料
10]

一
大
仙
ヨ
リ
花
立
へ
引
ク
。
烈
敷
一
戦
モ
不
為
、
引
コ
ソ
辿
憾
ナ
レ
。

我
等
軍
議
へ
不
加
レ
ハ
セ
ン
カ
タ
ナ
シ
。
介
川
敬
之
進
殿
手
・
茂

木
秀
之
助
殿
手
ハ
角
間
川
二
残
リ
居
ル
ニ
、
古
内
手
ノ
ミ
引
ハ
如

何
ナ
ル
軍
議
ニ
ャ
。
上
田
雄
一
依
差
図
、
花
立
村
中
ノ
台
場
一
ヶ

所
請
取
、
長
福
寺
へ
宿
陣
。

秋
田
藩
戊
辰
戦
争
時
、
秋
田
藩
士
が
い
つ
戦
死
し
た
の
か
を
グ
ラ
フ

化
す
る
と
、
横
手
籠
城
戦
の
あ
っ
た
八
月
十
一
日
、
角
間
川
の
戦
い
の

あ
っ
た
十
三
日
、
そ
し
て
福
部
羅
の
戦
い
が
あ
っ
た
九
月
八
日
に
戦
死

者
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
秋
田
藩
が
戦
力
を
著

し
く
減
少
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
三
つ
の
戦
い
で
負
け
た
こ
と
が
大
き
い
。

〈表
2
〉
を
見
る
と
、
古
内
左
惣
治
の
軍
は
横
手
や
角
間
川
の
近
く
に

い
な
が
ら
全
く
戦
闘
に
参
加
し
て
い
な
い
。
友
軍
が
苦
戦
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
く
に
い
る
古
内
の
軍
が
戦
闘
に
参
加
し
な
い
の
は
、
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攻
撃
の
指
図
が
監
軍
か
ら
出
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
烈
敷
一
戦
モ
不
為
、

引
コ
ソ
遺
憾
ナ
レ
」
と
い
う
傍
線
部
貝
塚
の
言
業
に
は
、
面
と
向
か
っ

て
は
言
え
な
い
上
田
へ
の
抗
議
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

(2)
監
軍
指
図
の
変
化

上
田
が
古
内
に
大
曲
・
花
館
・
神
宮
寺
へ
の
退
却
を
下
知
し
た
の
は
、

こ
の
時
期
奥
羽
鎖
撫
副
総
督
の
沢
為
批
が
神
宮
寺
に
い
た
か
ら
で
あ

る
。
沢
自
身
は
、
八
月
八
日
に
横
手
城
に
現
れ
城
将
戸
村
大
学
に
戦
場

へ
出
陣
す
る
よ
う
促
す
も
、
沢
は
大
曲
方
面
へ
の
全
軍
退
却
を
命
じ
て

い
る
。
神
宮
寺
は
西
側
に
仙
北
郡
・
平
鹿
郡
を
一
望
に
見
渡
す
こ
と
の

で
き
る
小
高
い
山
並
み
が
あ
る
。
ま
た
西
側
に
は
玉
川
が
流
れ
て
い
る
。

沢
副
総
督
を
中
心
と
す
る
新
政
府
軍
の
作
戦
は
、
神
宮
寺
を
中
心
に
西

側
の
山
岳
陣
地
、
東
側
の
河
川
を
利
用
し
た
防
御
陣
地
に
よ
り
、
仙
台

藩
・
庄
内
藩
の
北
上
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

古
内
左
惣
治
隊
は
玉
川
沿
い
の
大
河
原
に
布
陣
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と

が
、
次
の
資
料
か
ら
わ
か
る
。

(32) 

[
史
料
11]覚

一
早
朝
庫
之
助
同
様
花
立
引
揚
、
神
宮
寺
大
川
原
へ
着
。
上
田
高
友

ヨ
リ
手
配
左
ノ
如
シ
。

〈

H〉

一
四
ツ
谷
潟
と
申
所
一
ヶ
所

此
固
メ
当
藩
信
太
勇
一
手
・
新
庄
四
番
隊
拾
人
・
長
州
二
人
。

一
同
所
之
内
、
大
川
原
浅
瀬
一
ヶ
所

此
固
メ
当
藩
務
尾
庫
之
助
一
手
・
新
庄
四
番
隊
拾
人
・
長
州
ニ

人。

一
よ
ふ
と
こ
之
向
ふ
通
ニ
ヶ
所

此
固
メ
当
藩
貝
塚
久
吉
一
手
・
新
庄
四
番
隊
拾
人
・
長
州
二
人
・

新
庄
和
銃
一
小
隊
・
同
藩
ミ
ネ
ヘ
ー
ル
四
番
隊
拾
人
・
長
州
ニ

人。

一
松
倉
村
之
内
は
ら
島
浅
瀬
一
ヶ
所

此
固
メ
当
藩
大
越
強
太
一
手
・
新
庄
四
番
隊
拾
人
・
長
州
一
一
人
。

「明治戊辰戦役賊軍侵入地図（部分）」
（秋田県立博物館菅江真澄資料センター寄託資料）

l`占齊ダ‘＼こ翠 →氾k~ ペif
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一
小
杉
山
村
、
新
庄
和
銃
一
小
隊
・
長
州
二
人
。

一
下
延
村
よ
り
松
倉
村
迄
之
間

此
固
メ
新
庄
壱
弐
番
隊
・
和
銃
隊
二
小
隊
・
長
州
八
人
。

右
之
通
致
手
配
可
申
候
。

八

月

十

五

日

監

軍

上

田

雄

一

秋
藩
御
隊
長
中

新
藩
御
隊
長
中

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
上
田
は
貝
塚
や
大
越

と
い
っ
た
古
内
手
の
小
隊
長
を
名
指
し
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二

は
各
配
骰
箇
所
に
必
ず
長
州
喘
士
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
田

は
、
小
隊
長
級
の
人
物
を
把
握
し
、
二
名
ず
つ
つ
け
て
い
る
長
州
藩
士

を
使
っ
て
動
か
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
軍
将
古
内
左
惣
治

の
役
割
は
、
上
田
の
出
す
細
か
い
指
図
に
則
っ
て
配
下
へ
命
令
を
下
す

の
み
と
な
り
、
自
分
の
裁
祉
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
く
な
る
。

軍
将
が
配
下
の
小
隊
長
に
対
す
る
指
揮
権
を
失
う
の
は
、
九
月
に
入

る
と
一
層
顕
著
に
な
る
。
貝
塚
の
「
出
陣
記
録
」
九
月
一
日
条
に
は
、

上
田
が
直
接
貝
塚
へ
手
紙
を
寄
こ
し
た
と
あ
る
。

亙
料
12]

-
〈
中
略
〉
折
内
長
蔵
上
田
ヨ
リ
書
状
持
参
左
ノ
如
シ
。

立
石
村
薩
州
応
援
松
倉
へ
引
揚
候
由
ニ
ッ
キ
、
下
延
村
へ
繰
上
り

候
寺
崎
手
、
只
今
ヨ
リ
立
石
へ
差
返
不
申
候
テ
ハ
、
空
虚
卜
相
成

居
候
ニ
ッ
キ
、
御
手
大
村
方
其
段
御
達
被
成
候
て
、
早
々
只
今
下

延
村
先
御
請
場
へ
御
引
取
相
成
候
様
御
取
計
可
有
之
候
。
本
之
通

御
繰
戻
御
沙
汰
ハ
今
朝
角
館
ヨ
リ
沙
汰
相
成
申
候
。
以
上

九
月
朔
日

秋
田
藩

貝
塚
久
吉
殿
監

軍

上

田

雄

一

急
用
従
下
延
村

書
状
に
は
、
立
石
村
（
現
大
仙
市
）
に
い
る
薩
庶
の
部
隊
を
松
倉
（
現

大
仙
市
松
倉
）
へ
、
下
延
村
（
現
仙
北
市
角
館
町
下
延
）
に
い
る
秋
田

藩
寺
崎
の
部
隊
を
立
石
村
へ
、
大
村
藩
の
部
隊
と
貝
塚
の
部
隊
を
下
延

村
へ
移
動
せ
よ
と
あ
る
。
で
は
、
こ
の
と
き
上
田
は
軍
将
古
内
に
ど
の

よ
う
な
指
図
を
し
た
の
か
。

母
料
13]

〈
前
略
〉
大
村
よ
り
応
援
兵
・
貝
塚
手
繰
戻
し
防
御
相
成
候
二
付
、

妥
元
二
は
左
様
承
知
、
薩
州
松
倉
迄
廻
達
有
之
候
間
、
貝
塚
手
繰
戻

之
上
ハ
、
寺
崎
手
立
石
え
御
繰
戻
し
薩
州
よ
り
御
交
代
有
之
様
御
沙

汰
有
之
也
〈
後
略
〉

九
月
朔
日

上
田
が
古
内
に
下
知
し
た
の
は
、
立
石
・
下
延
•
松
倉
各
村
を
守
備

す
る
部
隊
の
配
置
換
え
に
つ
い
て
、
寺
崎
へ
移
動
を
命
じ
よ
と
い
う
点

で
、
貝
塚
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
上
田
が
直
接
移
動
を
命
じ
た
の
で
「
左

様
承
知
」
さ
れ
た
し
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
。

監
軍
が
軍
将
配
下
の
小
部
隊
を
動
か
し
、
軍
将
に
は
事
後
承
諾
で
済
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ま
す
。
前
節
で
慶
応
四
年
四
月
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
特
質
は
、
藩
主

や
軍
将
の
指
揮
権
な
き
戦
争
で
あ
る
と
し
た
が
、
七
月
以
降
は
、
そ
れ

が
よ
り
一
層
進
ん
だ
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

秋
田
藩
士
中
安
泰
治
の
監
軍
就
任
と
そ
の
論
理

慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
秋
田
藩
に
と
っ
て
の
戊
辰
戦
争
は
、
新
政

府
か
ら
庄
内
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
秋
田
藩
の
部
隊

は
、
当
初
か
ら
奥
羽
鎖
撫
総
督
か
ら
派
遣
さ
れ
た
山
本
登
雲
助
や
上
田

雄
一
と
い
っ
た
監
軍
の
指
図
の
も
と
に
戦
っ
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
を
見

る
と
、
あ
た
か
も
秋
田
藩
は
新
政
府
中
枢
に
入
り
込
ん
だ
西
南
諸
藩
の

下
風
に
立
っ
た
観
が
あ
る
。

だ
が
、
八
月
に
入
る
と
奥
羽
鎖
撫
総
督
は
参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役

の
人
事
任
命
を
相
次
い
で
行
い
、
そ
の
中
で
秋
田
藩
士
中
安
泰
治
も
監

軍
に
任
命
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
が
行
っ
た
人
事
任

命
か
ら
新
政
府
と
藩
の
関
係
を
考
え
て
い
き
た
い
。

(1)
奥
羽
鎮
撫
総
督
の
人
事
任
命

慶
応
四
年
八
・
九
月
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
は
応
援
兵
力
と
し
て
秋
田
に

来
た
各
藩
の
藩
士
た
ち
を
自
分
の
裁
最
で
参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役
に

任
命
し
て
い
る
。
〈
表
3
|
l
〉

任
命
の
際
の
文
言
か
ら
、
参
謀
添
役
は
臨
機
の
指
揮
と
戦
策
を
行
う

役
職
、
監
軍
は
戦
地
の
見
察
・
賞
罰
・
軍
中
取
締
を
行
う
役
職
、
そ
し

て
使
役
は
戦
場
巡
見
・
敵
動
静
の
報
告
を
行
う
役
職
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
仙
台
藩
・
庄
内
藩
が
退
却
を
始
め
、
戦
争
の
趨
勢
が
明
ら
か
に

な
っ
た
九
月
二
十
日
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
は
参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役
に

(35) 

金
子
・
ピ
ス
ト
ル
・
毛
布
を
下
賜
し
た
。

〈表
3
|
2
〉
は
〈
表
3ー

1
〉
を
日
付
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
人
事
任
命
の
時
期
は
、
参
謀
添
役
と
監
軍
は
八
月
上

旬
、
使
役
は
八
月
中
旬
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
秋

田
藩
へ
の
援
軍
が
多
数
来
藩
す
る
中
で
、
作
戦
の
立
案
と
部
隊
監
視
に

関
す
る
役
職
の
任
命
が
最
初
に
な
さ
れ
、
つ
い
で
伝
達
や
斥
候
の
役
を

担
う
人
物
を
指
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〈表
3
|
3
〉
は
〈
表
3
|
l
〉
を
藩
ご
と
に
ま
と
め
て
み
た
も
の

で
あ
る
が
、
任
命
を
受
け
た
人
物
の
出
身
藩
は
、
長
州
藩
士
と
肥
前
藩

士
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
両
藩
は
同
数
で
あ
る
が
、
佐
賀

藩
は
使
役
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
、
戊
辰
戦
争
秋
田
口
の
戦
い
に
お
け
る

作
戦
の
立
案
と
部
隊
監
視
は
、
長
州
藩
士
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た

と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

〈表
4
〉
は
秋
田
藩
に
来
藩
し
た
応
援
兵
力
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ

を
〈
表
3
|
2
〉
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役
の

任
命
は
、
八
月
中
旬
以
降
に
来
藩
し
た
軍
を
対
象
に
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
七
月
来
戦
い
続
け
て
い
る
部
隊
を
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
に
よ
る
軍
事
役
職
の
人
事
任
命
は
、
既
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〈表3-1〉慶応4年8・9月の奥羽鎖撫総督による人事任命一覧

N(l 月日 人名 所属名 就任役戦名 任命者 任命の際の文言 9月20日炊賜
1 8月6H 岸良彦七 薩庶藩 監軍 抒奥府羽鎖撫総 戦冊地・軍の中見取察締・代 20両・毛布 1枚

2 8月6日 麻津慎一 長州藩 監軍免 (8月13 なしB)  

3 8月68 中尾栄吉郎 長州藩 監軍免 (8月13 B)  なし

4 8月6H 牟田口徳太郎 肥前藩 監軍免 (8月13 H)  

5 8月7H 桂太郎 長州藩 参謀添役 奥抒府羽鎖撫総 臨策委機任の指揮・戦 3l0挺両・ピストル

6 8月7H 和1Il五左衛門 薩庶藩 参謀派役 3l0挺両・ピストル

7 8月7H 石田英吉 遠長隊崎振 参謀添役 310挺両・ビストル

8 8月7日 大山荘太郎 越前藩 参謀添役 3l0挺両・ピストル

， 8月7H 平井小左衛門 小倉藩 参謀添役 310挺両・ピストル

10 8月7H lil村乾太左衛門 肥前藩 参謀添役 3l0挺両・ビストル

11 9月68 和田五左衛門 薩庶喘一
削総督府 事薩摩を勤本め営よでも軍

12 8月88 安村桜太郎 長州藩 使役 抒奥｝羽（f鎮撫総 戦静の場報巡告見・敵動 20両・毛布 1枚
13 8月88 樺山仲左術ドl薩庶藩 使役 20両・毛布1枚

14 8月9H 上田雄一 長州藩 兼参務謀添役監軍 奥督府羽鎖撫総
臨策見サ令機委・兵任の隊指・戦進揮場退・戦巡の

310挺両・ピストル

15 8月98 山本登雲介 長州藩 参兼謀務添役監軍 3l0挺両・ビストル

16 8月 館山善左衛門 弘前藩 参謀添役 奥督府羽鎖撫総 臨策委機任の指揮・戦 3l0挺両・ピストル

17 8月 福島礼助 肥前溜 参謀添役 3l0挺両・ピストル

18 8月 杉山新五右術門 筑前溜 参謀添役 3l0挺両・ピストル

19 8月12H牟田口徳太郎 肥前藩 使役 粁奥l羽{f鎮撫総 戦静の場報巡告見・敵動 20両・毛布 l枚
20 8月12H鎌田英三郎 小倉蕃 使役 20両・毛布 l枚

21 8月12日 朝倉孫右衛門 肥前藩 使役 20両・毛布 l枚

22 8月12El 永山已一郎 肥前藩 使役 20両・毛布 l枚
23 8月128 馬渡作二郎 肥前溜 使役 20両・毛布 l枚
24 8月128 内田謙三郎 長州藩 使役 20両・毛布 1枚
25 8月12日松捕多門 大村瑞 使役 20両・毛布 1枚
26 8月15H中安泰治 秋田溜 監軍使役兼帯 奥督府羽鎖撫総 20両・毛布 1枚

27 8月20H 添田消左衛門 秋田藩 監軍 20両・毛布1枚

28 8月22B 井石忠兵衛 大村藩 監軍使役兼帯 督奥府羽鎖撫総
時戦地の代の・敵見冊動察・戦静・場臨

20両・毛布 1枚

29 8月228 松田次郎兵衛 大村藩 監軍使役兼帯 巡報告見 の20両・毛布 l枚

30 8月228 中川謙太郎 秋田滞 使役 戦静の場報巡告見・敵動 20両・毛布 l枚

31 9月9H 木藤弥太郎 不明 監軍
奥総督羽府鎖撫副 戦の地＇代罰見察・軍・臨中取時

なし
締

「復古外品 奥明戦品」（「復古品第十二IIt」内外{f藉1930)より作成
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〈表3-2〉慶応4年8・9月の奥羽鎮撫総督による人事任命一覧（任命月日ごと）

役職名

参謀添役
参監謀軍添兼役務

監軍 兼監帯軍使役 使役 総計
月日

1 8月68 4 4 
2 8月7日 6 6 

3 8月8H 2 2 
4 8月9H 2 2 
5 8月12日 7 7 
6 8月15日 1 1 
7 8月20日 1 1 
8 8月22日 2 I 3 ， 8月 3 3 
10 9月9日 1 1 
総計 ， 2 6 3 10 30 

〈表3-3〉慶応4年8・9月の奥羽鎖撫総督による人事任命一覧（藩ごと）

役職名

参謀添役
参監謀軍添兼役務

監軍 監兼帯軍使役 使役 総計
Na 所属名

1 長州藩 1 2 2 2 7 
2 肥前藩 2 1 4 7 
3 薩庶藩 1 1 1 3 
4 秋田藩 1 1 l 3 
5 大村藩 2 1 3 
6 小倉藩 1 1 2 
7 越前溜 1 1 
8 弘前溜 1 1 ， 筑前藩 1 1 
10 長崎振遠隊 1 1 
11 不明 1 1 
総計 ， 2 6 3 10 30 
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〈表4〉慶応4年7~9月秋田に来藩した援軍一覧

Nn 瑞 隊長 総抒による任命 米滞したH時 備考 兵）J
（月 H)

1 佐摩藩 和w彦左衛r’l 参謀添役 (817)

7総援1没(7r月仔にL部月来上1隊・6H藩!!>函250H奥)総佐羽仔人l'i鎖に：播l：控随増崎

7月6H仙北口に出撃 103 

2 佐fii悔 川村乾太左衛l’1 参謀添役 (817) 7月611仙北口に出撃 250 
福島礼助 参謀添役 (8月）

3 長州藩 桂太郎 参謀添役 (817) 7月6R仙北口に川撃 100 
4 小介溜 策llrl1右衛「'l 7月611仙北口に11i繋 200 

5 福岡藩 7月6H新柑日に出撃 141 

6 弘前藩 7に月随行1 11沢副総抒 115 

7 旗（矢本島生）駒氏 7月8H 新政府軍に合流 354 

8 旗本仁買保氏 7月12El 庄lJ..J征討先鋒を願い 81 
川， 本荘溜 7月1211 ＂：内征討先鋒を顧い
Ill 

10 新｝じ藩 7月14H 7以月米仙14北R筋新庄城自焼、

11 長崎振遠隊
石軍北兵川藍衛英野内村要輔・行野

参謀添役 (8/7) 7月24H 500 

12 弘前藩 館1II rf-左衛門 参謀添役 (8月） 7月24R 
最撃月初19新H歴十口二に所進口むにも出8 

187 

田中宗右衛門

和嶋安左衛l"l

成m求馬
13 肥前蕃 8月1El 658 

1 4 平戸藩
総副・多将大々小将良松荷与駄浦平大方J内ii蔵半平

8(8月月ll H 8撃月17H新屋l―lに出 200 
14 B) 

15 大村藩
隊副隊長長大村松右lll衛次郎門兵衛

8月1lH 8出月撃16 El神宮寺村へ 119 

16 島原藩
隊副将隊松長S奥Flh十太夫 8月llH 8出月撃16H神宮寺村へ 200 

17 低庶藩 島ilt登 8月18H 8撃月19Rり1（北口に川 1000 

18 肥前藩 8月18H 700 

19 
小（肥城前瑞藩）

[1]尻宮内 8月22B 300人が大館に出撃 800 

20 小城器 8月24El 200 

21 偽摩藩 8月26H 不詳

22 筑州溜 8月29H 沢湊に主到水杵正と共に船川 458 

23 弘前藩 9月5F.I 花岡村に到杓 250 

24 佐土原藩 参藤村謀船六越兵衡洋之助・ 9月8H 仙北筋に出撃 80 

25 鳥取藩 9 Jl ll l:1 
塩浜に小に船m路｝l1撃刑湊部に少到輔がt、と共長 450 

26 肥州瑞 9月20H ・I：崎湊へ到ォ咋 80 

27 松江藩 9月24" 3は小新隊尻は口仙へ北へ、 ほか 400 

合計 7626 

①「官iI［米援兵且調・本瑞1"兵人H調・各軍兵火焼失調」（「戊｝反秋川戦争品下筋口之部」 AS212.l-82-2)
・②「戊｝iと戦役援軍来藩之状況」 (AH212.I-58)・③「艇応戊辰録抜内」 (AH212.l-152)・④「戊辰秋田瑞
戦記」（「秋llJ晟1t」第4巻）・⑤「本荘市史史料紺w」・⑥「生駒藩史讃岐・川;J:J」・⑦「iご買保町史」
より作成。兵力は生駒氏・仁灯保氏以外の数字は①に依拠した。①では官軍来援兵貝を 7158人としてい
るが「兵数ノ多寡詳明ヲ欠ク」としており、実人数を確定することはできない。
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存
の
兵
力
を
効
果
的
に
動
か
す
た
め
に
行
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

実
は
慶
応
四
年
八
月
に
入
る
と
、
秋
田
藩
も
次
々
と
新
し
い
軍
を
組

成
し
、
戦
場
に
投
入
し
て
い
る
。
中
安
の
監
軍
任
命
は
、
次
々
と
戦
場

へ
投
入
さ
れ
る
秋
田
藩
の
軍
に
下
知
を
下
す
の
に
必
要
だ
と
判
断
さ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

秋
田
藩
士
に
と
っ
て
の
戊
辰
戦
争
は
、
喘
領
内
に
敵
を
迎
え
て
の
防

衛
戦
で
あ
り
、
海
路
秋
田
に
来
る
応
援
兵
力
は
援
軍
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
だ
が
戦
争
を
遂
行
す
る
奥
羽
鎖
撫
総
督
や
参
謀
か
ら
す
る
と
、
秋

田
藩
の
部
隊
も
秋
田
に
来
さ
せ
る
応
援
兵
力
も
奥
羽
鎖
撫
を
達
成
す
る

た
め
の
兵
力
と
い
う
点
で
等
し
い
。
直
接
的
な
命
令
関
係
に
な
い
部
隊

を
動
か
し
て
、
戦
争
を
有
利
に
遂
行
す
る
に
は
、
上
位
下
達
で
軍
令
を

伝
え
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
八
月
上
中
旬
に

参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役
の
人
事
任
命
を
頻
発
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
監
軍
に
秋
田
藩
士
中
安
泰
治
が
任
命
さ
れ
る
。
秋
田
藩
士
が
秋

田
藩
の
部
隊
を
監
視
す
る
、
こ
れ
が
何
を
意
味
し
た
の
か
を
更
に
考
え

て
み
た
い
。

(2)
中
安
泰
治
の
監
軍
任
命

中
安
泰
治
は
引
渡
の
座
格
一
六
七
石
の
藩
士
で
、
庄
内
出
兵
が
開
始

さ
れ
た
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）
閏
四
月
十
六
日
、
軍
将
真
壁
安
芸
の

検
使
役
と
し
て
土
崎
湊
に
出
陣
し
た
。
七
月
以
降
の
対
奥
羽
列
藩
同
盟

と
の
戦
争
で
は
、
梅
津
小
太
郎
手
の
遊
軍
頭
と
し
て
七
月
六
日
久
保
田

を
発
し
、
十
五
日
矢
島
着
、
十
七
日
に
西
馬
音
内
、
十
八
日
に
院
内
へ

移
動
、
そ
こ
で
羽
州
街
道
を
攻
め
上
が
っ
て
く
る
庄
内
藩
・
仙
台
藩
と

交
戦
、
そ
の
後
神
宮
寺
へ
退
却
し
た
。

〈表
3
|
l
〉
で
中
安
泰
治
は
、
八
月
十
五
日
に
監
軍
に
任
じ
ら
れ

た
と
あ
る
が
、
彼
の
日
記
を
見
る
と
、
八
月
十
五
日
は
「
副
参
謀
」
と

い
う
役
職
に
就
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

冤
料
14]

一
副
参
謀
被
仰
付
候
趣
、
右
衛
門
殿
を
以
被
仰
渡
候
。

中
安
に
副
参
謀
と
い
う
役
職
を
任
命
し
た
の
は
秋
田
藩
家
老
小
野
岡

右
衛
門
で
あ
る
。
だ
が
秋
田
藩
の
職
制
に
副
参
謀
と
い
う
役
職
は
存
在

し
な
い
。
こ
れ
は
奥
羽
鎖
撫
総
督
九
条
道
孝
、
副
総
督
沢
為
籠
、
参
謀

醍
醐
忠
敬
、
下
参
謀
大
山
格
之
助
に
連
な
る
新
政
府
の
役
職
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
小
野
岡
は
、
人
事
任
命
を
伝
達
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
中
安
は
遊
軍
頭
と
副
参
謀
の
兼
任
を
負
担
に
感
じ
た
の
か

副
参
謀
職
の
辞
退
を
申
し
出
て
い
る
。

足
料
15]

〈
マ
マ
〉

一
副
参
謀
相
勤
、
兵
隊
進
退
指
揮
形
兼
勤
迷
惑
二
付
、
参
謀
御
訟
訴

申
上
候
所
、
兵
隊
進
退
指
揮
形
御
免
二
罷
成
、
一
手
之
附
属
無
残

石
塚
冨
之
助
え
属
し
被
置
候
。

結
果
は
、
遊
軍
頭
と
し
て
率
い
て
い
る
配
下
の
指
揮
は
石
塚
冨
之
助

ヘ
任
せ
、
副
参
謀
の
職
に
専
念
せ
よ
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
新
政
府
と

い
え
ど
も
秋
田
藩
内
の
軍
制
の
人
事
ま
で
直
接
介
入
で
き
な
い
。
そ
れ
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ゆ
え
中
安
が
相
談
を
持
ち
か
け
た
の
は
小
野
岡
家
老
だ
と
思
わ
れ
る
。

小
野
岡
に
と
っ
て
は
秋
田
藩
の
部
隊
の
人
事
よ
り
新
政
府
の
役
職
の
人

事
の
方
が
優
先
で
あ
る
。
中
安
を
遊
軍
頭
か
ら
外
し
た
の
は
こ
の
た
め

で
あ
る
。
更
に
八
月
十
八
日
、
中
安
は
小
野
岡
家
老
か
ら
「
御
相
手
番

(39) 

格
軍
将
」
の
任
命
を
受
け
る
。
中
安
泰
治
は
、
新
政
府
か
ら
副
参
謀
の

人
事
任
命
を
受
け
た
の
で
、
藩
内
に
お
け
る
身
分
も
そ
れ
に
見
合
う
格

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

副
参
謀
に
な
っ
た
中
安
泰
治
の
仕
事
は
秋
田
藩
部
隊
の
視
察
で
あ

り
、
就
任
二
日
後
の
八
月
十
七
日
に
出
か
け
て
い
る
。

6
"）
 

[
史
料
16]

一
早
朝
出
立
。
船
二
て
下
り
、
強
首
村
え
罷
越
候
所
、
川
端
番
兵
小

屋
壱
人
も
詰
合
不
申
、
川
岸
へ
船
三
拾
艘
余
繋
骰
、
甚
諌
惰
之
至

二
候
故
、
同
所
持
場
玉
生
六
郎
殿
え
罷
越
、
副
参
謀
被
仰
付
御
固

場
順
覧
致
候
所
、
番
兵
壱
人
も
無
之
、
且
つ
数
艘
船
繋
被
差
置
、

甚
疎
惰
之
至
懸
合
二
及
候
所
、
戦
士
之
内
番
兵
差
置
候
趣
申
聞
ニ

付
、
戦
士
え
面
談
致
候
所
、
甚
不
具
之
申
聞
二
付
、
沢
殿
え
可
申

立
示
談
二
及
候
所
、
以
来
厳
重
御
固
め
致
候
故
、
被
仰
立
方
宜
敷

致
呉
候
様
申
出
承
知
致
候
。

中
安
は
神
宮
寺
か
ら
舟
で
雄
物
川
を
下
り
、
玉
生
六
郎
が
在
陣
し
て

い
る
強
首
村
（
現
大
仙
市
強
首
）
を
訪
れ
、
玉
尾
に
秤
備
が
手
薄
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
玉
生
配
下
の
藩
士
に
も
詰
問
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
中
安
は
沢
副
総
督
に
報
告
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
も
注
目
に

値
す
る
。
そ
の
後
、
中
安
は
更
に
雄
物
川
を
下
り
、
左
手
子
村
（
現
秋

田
市
雄
和
）
に
在
陣
し
て
い
る
渋
江
内
膳
の
陣
も
訪
れ
た
。
そ
の
様
子

も
見
て
み
よ
う
。

(41) 

[
史
料
17]

一
左
手
子
村
御
固
所
渋
江
内
膳
殿
右
持
場
順
覧
二
及
候
所
、
内
膳
殿

よ
り
伺
、
亀
田
領
杉
山
田
村
・
木
瓜
沢
村
・
大
正
寺
村
、
右
村
々

賊
徒
征
討
之
妨
二
相
成
候
故
、
放
火
致
度
趣
申
出
候
故
、
御
勝
手

二
焼
払
可
申
差
図
致
候
。

軍
将
渋
江
内
膳
は
中
安
泰
治
に
亀
田
藩
領
の
村
を
焼
き
払
う
つ
も
り

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
中
安
も
焼
土
戦
術
に
同
意
し
て
い
る
。

副
参
謀
に
就
任
す
る
以
前
の
中
安
は
、
梅
津
小
太
郎
手
の
番
頭
代
遊

（
化
）

軍
頭
で
二
百
七
十
人
の
兵
を
率
い
る
部
隊
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
奥
羽
鎖
撫
副
総
督
か
ら
副
参
謀
に
任
じ
ら
れ
た
途
端
、
玉
生
、
渋
江

と
い
っ
た
自
分
よ
り
格
上
の
軍
将
た
ち
の
陣
所
を
訪
れ
、
狩
備
の
不
手

際
を
問
い
た
だ
し
た
り
、
作
戦
の
相
談
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
。

藩
内
の
序
列
で
は
渋
江
や
玉
生
の
格
下
で
あ
る
中
安
泰
治
は
、
新
政
府

の
威
光
に
よ
り
彼
ら
よ
り
も
高
い
位
置
に
昇
っ
た
の
で
あ
る
。

中
安
泰
治
は
、
神
宮
寺
に
滞
陣
す
る
沢
副
総
督
の
下
で
、
諸
藩
応
援

部
隊
の
他
の
参
謀
添
役
や
監
軍
と
共
に
、
作
戦
立
案
や
下
知
を
行
う
よ

う
に
な
る
の
だ
が
、
八
月
十
九
日
の
中
安
泰
治
の
日
記
を
見
る
と
、
こ

れ
に
不
服
を
漏
ら
し
た
西
南
諸
藩
士
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

足
料
18]
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一
肥
州
嶋
原
勢
五
拾
人
余
繰
出
、
多
分
赤
陣
羽
織
、
袴
高
袴
、
途
笠

二
て
古
風
二
有
之
長
州
桂
太
郎
•
長
崎
振
遠
隊
石
田
永
吉
・
拙
者

相
談
之
上
、
夫
々
差
図
致
候
所
、
嶋
原
勢
大
立
腹
。
貴
公
方
よ
り

差
図
可
受
筋
無
之
杯
と
申
聞
候
故
、
何
之
御
差
図
申
候
筋
二
は
無

之
候
得
共
、
初
て
之
御
出
兵
故
、
地
理
御
不
案
内
二
可
有
之
、
伯

て
御
相
談
致
候
趣
申
聞
候
。
に
が
森
え
繰
出
、
楢
岡
村
口
え
差
向

候
。
其
後
嶋
原
隊
長
え
談
判
二
相
及
候
二
は
、
拙
者
共
不
肖
二
候

得
と
も
、
壱
国
之
隊
長
も
相
勤
候
身
分
二
て
御
懸
合
二
及
候
所
、

平
士
を
以
御
挨
拶
被
成
候
儀
、
如
何
致
候
御
筋
合
に
御
座
候
哉
承

知
致
度
趣
談
判
二
及
候
所
、
甚
夕
迷
惑
な
る
模
様
二
て
深
く
詫
事

有
之
阻
酌
致
候
。

中
安
は
、
桂
太
郎
や
長
崎
振
遠
隊
石
田
英
吉
と
共
に
、
島
原
藩
兵
を

動
か
そ
う
と
し
た
。
〈
表
3
_
1
〉
に
示
し
た
通
り
、
桂
と
石
田
は
奥

羽
鎖
撫
総
督
か
ら
参
謀
添
役
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
島
原
藩

士
た
ち
は
島
原
藩
主
の
命
令
で
秋
田
に
来
て
お
り
、
一
国
を
代
表
し
て

来
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
桂
•
石
田
・
中
安
ら
が
新
政
府
の
役
職
に

就
い
た
と
は
い
え
、
島
原
溜
士
た
ち
か
ら
す
る
と
、
彼
ら
の
出
自
は
高

い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
素
直
に
従
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
新
政
府
軍
の
指
図
に
よ
る
指
揮
命
令
系
統
に
違
和
感
を
覚
え
る

西
南
諸
藩
士
が
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
る
。

中
安
が
沢
副
総
督
か
ら
監
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
八
月
二
十
一
日

で
あ
る
。

冤
科
19]

沢
殿
よ
り
御
他
促
二
て
罷
出
候
所
、
別
紙
之
通
、
御
書
付
を
以
被
仰

渡
候
。

監
軍
中
安
泰
治

右
兼
て
心
懸
宜
鋪
、
此
節
別
て
致
勉
励
候
二
付
、
右
之
通
申
付
候
事
。

辰
八
月

奥
羽
鎮
撫
総
督
府
朱
印

中
安
泰
治

別
紙
之
通
被
仰
付
候
二
就
て
は
、
秋
田
兵
隊
え
被
召
付
候
事
。

辰
八
月

中
安
を
監
軍
に
任
命
し
た
の
は
沢
副
総
督
で
あ
る
。
〈
表
3
ー

1
〉

で
は
奥
羽
鎖
撫
総
督
が
任
命
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
任

命
権
者
と
い
う
意
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
任
命
の
文
言
を
見
る
と
、

中
安
に
は
「
秋
田
兵
隊
へ
召
付
」
す
な
わ
ち
秋
田
藩
部
隊
へ
命
令
下
す

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
慶
応
四
年
四
月
の
戦
争
開
始
当
初
か
ら
、
長

尾
、
山
本
、
上
田
ら
薩
庶
藩
や
長
州
藩
出
身
の
監
軍
が
秋
田
藩
の
軍
将

や
小
隊
長
級
の
指
揮
官
へ
細
か
い
指
図
を
下
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は

皆
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
限
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る。
そ
れ
か
ら
、
中
安
の
監
軍
任
命
は
、
藩
主
や
藩
庁
を
通
し
た
も
の
で

な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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（
お
）

[
史
料
20]

一
検
使
石
川
敬
治
殿
・
武
頭
山
県
三
郎
・
高
屋
五
左
衛
門
え
為
知
致

候。
以
手
紙
致
啓
上
候
。
然
は
拙
者
俄
沢
殿
よ
り
監
軍
被
仰
付
、
秋

田
兵
隊
え
被
召
付
候
趣
被
仰
渡
候
間
、
此
段
御
吹
聴
致
候
。
以

上
八
月
二
十
一
日

監
軍
就
任
前
、
中
安
は
副
参
謀
職
に
あ
り
、
既
に
監
軍
と
同
様
の
職

務
に
就
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
任
命
は
後
追
い
的
な
も
の
で
あ

り
、
中
安
は
辞
退
す
る
こ
と
な
く
任
命
を
受
け
、
周
囲
の
秋
田
藩
士
に

も
そ
の
旨
を
伝
え
て
い
る
。

八
月
二
十
三
日
、
秋
田
藩
家
老
佐
藤
源
右
衛
門
か
ら
中
安
泰
治
に
書

状
が
来
る
。
そ
の
内
容
は
「
参
謀
局
よ
り
急
御
用
有
之
候
間
、
早
打
を

以
早
々
罷
婦
候
様
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
秋
田
藩
の
家

老
が
参
謀
局
の
下
働
き
を
し
て
い
る
―
つ
の
姿
を
物
語
る
。

参
謀
局
の
用
と
は
何
か
。
中
安
の
日
記
八
月
二
十
四
日
条
を
見
て
み

よ
う
。

(”) 

[
史
料
21]

一
参
謀
局
よ
り
御
催
促
二
付
、
昼
九
ツ
時
出
立
出
府
致
、
同
夜
八
ツ

時
御
旅
館
え
着
。
参
謀
大
山
格
之
助
え
面
談
致
候
所
、
大
館
向
御

手
薄
二
付
、
監
軍
形
を
以
罷
越
見
分
可
致
。
賊
徒
大
勢
・
味
方
小

勢
二
て
辿
も
行
届
兼
候
ハ
、
自
分
兵
隊
繰
出
進
撃
可
致
被
仰
渡
之

所
、
肥
州
勢
弐
千
人
当
着
二
付
、
五
百
人
被
差
向
候
故
見
分
二
不

及
趣
書
状
申
遣
候
得
共
、
行
違
候
間
、
左
様
可
被
差
心
得
。
利
~

様
二
て
御
用
向
も
可
有
之
間
、
御
用
済
之
上
罷
帰
候
様
被
仰
渡
候
。

中
安
を
呼
び
出
し
た
の
は
参
謀
大
山
格
之
助
で
、
大
館
方
面
が
手
薄

な
の
で
中
安
に
手
下
を
率
い
て
大
館
方
面
へ
出
陣
さ
せ
よ
う
と
考
え
て

い
た
が
、
到
着
し
た
肥
州
勢
五
百
人
を
差
し
向
け
る
の
で
、
中
安
の
大

館
行
き
は
取
り
消
す
と
あ
る
。
こ
の
一
文
か
ら
、
秋
田
に
お
け
る
戊
辰

戦
争
の
作
戦
は
、
参
謀
ー
監
軍
ー
軍
将
と
い
う
形
で
下
達
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
文
末
の
傍
線
部
は
「
中
将
様
（
藩
主
）
に
も

用
が
あ
る
と
思
う
、
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
掃
れ
」
と
言
っ
た
参
謀
大
山
格

之
助
の
言
薬
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
戦
時
に
お
け
る
新
政
府
の
参
謀
は
、

藩
主
よ
り
も
位
置
が
高
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

以
上
本
稿
で
は
、
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
指
揮
命
令
系
統
か
ら
、
す
な

わ
ち
「
命
じ
る
新
政
府
」
「
命
じ
ら
れ
る
秋
田
藩
」
と
い
う
視
角
か
ら

論
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
研
究
で
看
過
さ
れ
て
き
た
次
の
四
点
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
第
一
は
、
秋
田
藩
主
及
び
軍
将
は
、
戦
争
の
一
連
の
軍
事
行
動

に
主
体
的
に
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
艇
応

四
年
(
-
八
六
八
）
七
月
か
ら
九
月
の
戦
争
は
、
仙
台
・
庄
内
・
盛
岡

お
わ
り
に
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藩
の
進
攻
を
自
領
で
迎
え
撃
つ
防
衛
戦
争
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
軍
事
行
動
は
、
奥
羽
鎖
撫
総
督
、
実
質
は
参
謀
ー
監
軍
ー
軍
将
と

い
う
伝
達
経
路
で
作
戦
が
伝
わ
っ
た
。
戦
争
を
命
じ
る
の
は
参
謀
、
そ

し
て
戦
場
で
軍
を
動
か
す
の
は
監
軍
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
藩
主
や
藩
庁

の
役
割
は
な
い
。
し
か
も
、
戦
場
で
は
監
軍
が
軍
将
を
飛
ば
し
て
小
隊

長
に
直
接
指
図
す
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
秋
田
藩
に
と
っ
て
の
戊
辰
戦
争
と
は
、
藩
主
や
藩
庁
、

そ
し
て
軍
将
の
指
揮
権
な
き
戦
争
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
は
、
対
奥
羽
列
藩
同
盟
と
の
戦
争
で
、
秋
田
藩
は
雄
勝
・
平
鹿
・

仙
北
三
郡
を
仙
台
・
庄
内
藩
に
よ
り
占
領
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
戦
争
に

負
け
た
か
ら
で
は
な
く
、
神
宮
寺
を
拠
点
と
す
る
防
衛
戦
を
行
う
た
め

に
撤
退
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
軍
事
史
の
視
角
か
ら
見
た
戊
辰
戦
争
論
で
は
、
各
部
隊
が
使
用

し
た
銃
砲
の
発
達
段
階
で
勝
敗
が
決
ま
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
は
一
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
作
戦
を
立
案
す
る
参
謀
や
、
そ
れ
を

下
知
す
る
監
軍
の
資
任
も
大
き
い
と
い
え
る
。

第
三
は
、
慶
応
四
年
八
月
に
奥
羽
鎮
撫
総
督
に
よ
る
参
謀
添
役
・
監

軍
・
使
役
の
人
事
が
相
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秋
田
藩
に
次
々

と
兵
力
が
送
り
込
ま
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
。
戦
争
は
、
秋
田
藩
か
ら

見
れ
ば
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
で
あ
る
が
、
新
政
府
側
か
ら
見
れ
ば
奥
羽
鎖

撫
の
秋
田
戦
線
で
あ
り
、
そ
こ
で
戦
う
兵
力
は
藩
軍
の
集
合
体
で
あ
る
。

軍
を
動
か
す
に
は
「
指
図
」
と
い
う
間
接
命
令
系
統
以
外
に
な
く
、
円

滑
に
作
戦
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
封
建
軍
制
を
超
え
た
仕
組
み
が
必
要

だ
っ
た
。
そ
れ
が
参
謀
添
役
・
監
軍
・
使
役
の
人
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
四
は
、
秋
田
藩
士
中
安
泰
治
が
監
軍
に
任
じ
ら
れ
る
が
、

そ
の
途
端
に
中
安
は
、
藩
内
の
軍
制
で
は
上
位
に
あ
た
る
軍
将
た
ち
に

意
見
で
き
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
政
府

の
身
分
秩
序
は
、
従
来
の
藩
内
の
身
分
秩
序
を
覆
す
も
の
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

総
じ
て
、
指
揮
命
令
系
統
か
ら
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
を
見
る
と
、
新
政

府
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
戦
争
を
実
際
に
戦
う
兵
士
の
集
団
で
あ
っ

て
、
戦
闘
の
場
面
で
は
瑞
主
や
藩
庁
組
織
は
全
く
不
要
な
も
の
だ
っ
た
。

明
治
初
年
、
新
政
府
は
矢
継
ぎ
早
に
藩
主
を
政
治
の
場
面
か
ら
遠
ざ

け
、
藩
庁
機
構
も
大
幅
に
改
変
し
た
。
こ
れ
が
戊
辰
戦
争
を
経
て
の
も

の
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
藩
主
・
藩
庁
・
軍
将
の
指
揮
権
な
き
戦

争
は
、
新
政
府
が
行
っ
た
一
連
の
改
革
の
萌
芽
を
な
す
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
。

註
(
1
)
明
治
時
代
に
書
か
れ
た
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
の
著
述
を
見
る
と
、
秋
田

藩
が
一
貫
し
た
新
政
府
側
の
立
場
を
貰
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
白
石
会
議
に
参
加
し
た
家
老
戸
村
＋
太
夫
が
、
独
断
で
奥
羽
列

藩
同
盟
に
加
盟
し
た
か
ら
だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
（
明
治
時
代
の
歴
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史
像
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
時
代
に
お
け
る
秋
田
藩
維

新
史
像
の
形
成
」
（
「
日
本
歴
史
」
七
七
四
、
二

0
―
二
年
）
、
「
「
復
古

記
」
組
幕
事
業
と
秋
田
藩
維
新
史
像
の
誕
生
」
（
「
秋
田
県
立
博
物

館
研
究
報
告
j

三
九
、
二

0
ー
四
年
）
「
秋
田
藩
維
新
史
に
お
け
る

「
砲
術
所
藩
士
活
躍
説
」
の
誕
生
」
（
渡
辺
英
夫
編
「
秋
田
の
近
世
近

代
』
高
志
書
院
、
二

0
一
五
年
）
参
照
の
こ
と
）
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
戸
村
家
か
ら
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た

史
科
群
の
中
に
、
戸
村
十
太
夫
の
同
盟
加
盟
の
判
断
は
藩
主
に
よ
る

指
示
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
害
が
見
つ
か
り
、
明
治
以
来
の
歴
史
像

は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
「
秋
田
県
史
第
四
巻
維
新
編
』
（
秋

田
県
、
一
九
六
一
）
）

秋
田
藩
の
藩
論
形
成
の
間
題
に
つ
い
て
、
政
治
史
・
思
想
史
の

問
題
か
ら
切
り
込
ん
だ
の
は
加
藤
民
夫
で
「
猫
末
期
秋
田
藩
の

政
治
思
想
平
元
貞
治
を
め
ぐ
る
三
つ
の
思
潮
」
（
「
秋
大
史
学
」

四
六
、
二

0
0
0
年
）
「
明
徳
館
と
雅
王
攘
夷
巡
動
」
（
「
日
本
歴
史
」

六
三
六
、
二

0
0
三
年
）
等
が
あ
る
。

平
田
派
藩
士
の
周
旋
巡
動
か
ら
猫
末
秋
田
藩
内
の
動
向
に
着
目
し
た

の
は
天
野
真
志
で
「
国
事
周
旋
と
言
路
—
猫
末
期
秋
田
藩
の
政
治
方

針
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
」
（
「
歴
史
」
―
一
六
、
二

0
―
一
年
）
、
「
勤
王
」

秋
田
藩
の
苦
悩
ー
秋
田
藩
士
高
瀬
権
平
と
そ
の
周
辺
」
（
「
東
北
学
」

――
1
0
、二

0
―
二
年
）
、
「
平
田
延
胤
著
「
駁
戎
論
」
の
成
立
状
況
」

（
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
―
二
、
二

0
―
二
年
）
、
「
王
政
復
古

前
後
に
お
け
る
秋
田
藩
と
気
吹
舎
」
（
平
川
新
編
「
江
戸
時
代
の
政

治
と
地
域
社
会
一
藩
政
と
硲
末
政
局
』
消
文
堂
出
版
、
二

0
一
五
年
）

等
が
あ
る
。

ま
た
工
藤
威
は
、
奥
羽
列
藩
同
盟
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
を
見
通
し

た
中
で
秋
田
藩
が
離
脱
し
た
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
（
「
奥
羽
列
藩
同

盟
の
基
礎
的
研
究
」
岩
田
害
院
、
二

0
0
二
年
）
。

(
2
)
栗
原
伸
一
郎
「
戊
辰
戦
争
と
「
奥
羽
越
」
列
藩
同
盟
」
（
消
文
堂
出
版
、

二
0
一
七
年
）
。

(
3
)
「
秋
田
藩
家
老
述
署
内
瞥
他
」
（
秋
田
県
公
文
書
館
A
T
2
1
2
.
l
,
6
6
,
l
、

以
下
狩
料
番
号
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
同
館
所
蔵
）
。

(
4
)
戊
辰
戦
争
の
特
質
を
戦
争
（
戦
状
）
届
害
か
ら
見
い
だ
し
た
の
は
箱

石
大
で
「
戊
辰
戦
争
史
料
論
ー
戦
状
届
書
に
関
す
る
考
察
を
中
心
と

し
て
ー
」
（
明
治
維
新
史
学
会
組
「
明
治
維
新
史
研
究
九
明
治
維
新

と
史
料
学
j

吉
川
弘
文
館
、
二

0
1
0年
）
）
、
「
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
」

（
勉
誠
出
版
、
二

0
一
三
年
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
蒲
戦
記
」
七
月
六
日
条
（
「
秋
田
叢
杏
第
四
巻
」
秋
田

叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
八
二
頁
。

(
6
)
保
谷
徹
「
戦
争
の

H
本
史
一
八
戊
辰
戦
争
」
（
吉
川
弘
文
館
、
ニ

0
0
七
年
）
・
青
山
忠
正
「
日
本
近
世
の
歴
史
〈
六
〉
明
治
維
新
」
（
吉

川
弘
文
館
、
二

0
―
二
年
）
。

(
7
)
加
藤
民
夫
は
、
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
で
秋
田
藩
が
有
利
に
戦
え
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、
半
端
な
形
で
し
か
軍
事
・
軍
制
改
革
を
成
し
遂
げ

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
「
秋
田
藩
の
軍

制
改
革
(
-
)
（
二
）
」
（
「
出
羽
路
j

一
三
―
．
一
―
-
三
、
二

0
0
二
年
・
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二
0
0
三
年
）
）
。

(
8
)
「
秋
田
戊
辰
勤
王
回
顧
座
談
会
記
録
」

(
A
H
2
1
2
.
l
,
1
4
1
)
。

(
9
)
「
復
古
外
記
」
奥
羽
戦
記
第
十
八
（
内
外
書
籍
、
一
九
三

0
年）

巻
末
に
各
藩
の
動
員
兵
力
の
表
が
あ
り
、
そ
の
中
で
仙
台
溜
は

一四一
1

三
一
人
、
庄
内
藩
は
四
大
隊
、
盛
岡
藩
は
一
大
隊
八
一
八
人

と
あ
る
。

(10)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
四
月
十
八
日
条
、
二
八
頁
。

(11)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
二
日
条
、
三
二
頁
。

(12)
長
瀬
直
消
「
新
聞
秘
録
」
閏
四
月
六
日
条
（
混
架
7
,
5
8
1
,
1
8
)
。

(13)
大
館
戊
辰
戦
史
絹
築
会
「
大
館
戊
辰
戦
史
全
（
復
刻
版
）
」
（
名
著
出

版
、
一
九
七
三
年
）
一
四
頁
。

〈ママ〉

(14)
長
瀬
直
消
「
塵
応
四
丙
辰
日
誌
」
閏
四
月
十
日
条
（
秋
田
市
立
中

央
図
書
館
明
徳
館
所
蔵
）
。

(15)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
三
日
条
、
三
六
頁
。

(16)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
五
日
条
、
三
七
頁
。

(17)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
三
日
条
、
三
六
頁
。

(18)
前
掲
註

(12)
「
新
聞
秘
録
」
閏
四
月
六

B
条゚

(19)
前
掲
註

(12)
「
新
聞
秘
録
」
閏
四
月
六
日
条
／
「
（
書
簡
写
）
」
（
大

仙
市
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
高
階
家
文
書
4
,
1
0
3
)
。

(20)
「
石
川
教
定
庄
内
出
張
日
記
」
閏
四
月
十
九
日
条
（
「
横
手
市
史
資

料
編
近
世
11
」
六
八
九
頁
）
。

(21)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
（
新
屋
口
）
」
閏
四
月
十
八
日
条
、

ニ
四
三
頁
。

(22)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
八
日
条
、
三
八
頁
。

(23)
前
掲
註

(
5
)
「
戊
辰
秋
田
藩
戦
記
」
閏
四
月
十
八

H
条
、
三
八
頁
。

(24)
「
秋
田
藩
士
芳
賀
織
右
衛
門
、
庄
内
・
雄
勝
よ
り
神
宮
寺
転
戦
日
記
」

閏
四
月
八

H
条
（
「
横
手
市
史
賓
料
編
近
世
11j
六
九
五
頁
）
。

(25)
前
掲
註

(12)
「
新
聞
秘
録
」
閏
四
月
十
九
日
之
矢
嶋
口
二
番
手
陣
場

奉
行
よ
り
来
書
廿
一
日
夜
着
。

(26)
「
戦
争
始
末
取
調
書
」

(
A
0
2
1
2
.
l
,
9
6
)
。

(27)
貝
塚
久
吉
（
緯
消
直
）
は
十
九
石
五
人
扶
持
の
秋
田
藩
士
で
あ
る
。

貝
塚
久
吉
が
戦
争
中
に
つ
け
て
い
た
貝
塚
消
直
「
出
陣
記
録
」
は
、

貝
塚
俊
消
が
昭
和
十
五
年
に
ガ
リ
版
で
翻
刻
し
た
も
の
が
秋
田
県

立
図
書
館

(
A
2
1
2
.
l
,
2
1
)

に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
貝
塚
消
成
氏
が

二
0
0
五
年
に
翻
刻
し
た
私
家
版
の
小
冊
子
を
使
用
す
る
。
な
お
私

家
版
小
冊
子
は
秋
田
県
公
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
同
館
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

(
0
6
,
1
2
8
0
)
。

(

2

8

)

[

書
状
]
（
戊
辰
戦
争
指
令
）
（
古
内
l
2
4
)
。

(29)
前
掲
註

(27)
「
出
陣
記
録
」
八
月
八
日
条
。

(30)
前
掲
註

(27)
「
出
陣
記
録
」
八
月
十
二
日
条
。

(31)
大
瀬
貰
誠
「
戊
辰
戦
争
記
事
」
（
「
横
手
郷
土
史
資
料
j

―
六
）
三
二
頁
。

(32)
「
覚
」
（
古
内
1
3
3
)
。

(33)
前
掲
註

(27)
「
出
陣
記
録
」
九
月
一
日
条
。

(
3
4
)
[中
耳
状
]
（
古
内
1
1
6
,
2
)
。

(35)
「
復
古
外
記
」
奥
羽
戦
記
第
十
六
明
治
元
年
九
月
十
九
日
条
七
四
九

頁
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(36)
拙
稿
「
人
事
記
録
か
ら
見
た
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
」
（
「
秋
大
史
学
』
六

三
、
二

0
一
七
年
三
月
）
。

(37)
中
安
泰
治
「
陣
中
日
記
」

(
A
S
2
1
2
.
l
,
5
7
)

八
月
十
五

8
条。

(38)
前
掲
註

(37)
「
陣
中
日
記
」
八
月
十
六

8
条。

(39)
前
掲
註

(37)
「
陣
中
日
記
」
八
月
十
八
日
条
。

(40)
前
掲
註

(37)
「
陣
中

H
記
」
八
月
十
七
日
条
。

(41)
前
掲
註

(37)
「
陣
中
日
記
」
八
月
十
七
日
条
。

(42)
前
掲
註

(
l
)
「
秋
田
県
史
第
四
巻
維
新
絹
」
二
七

0
頁。

(43)
前
掲
註

(37)
「
陣
中
8
記
」
八
月
十
九
日
条
。

(44)
前
掲
註

(37)
「
陣
中
日
記
」
八
月
二
十
一

8
条。

(45)
前
掲
註

(37)
「
陣
中

H
記
」
八
月
二
十
一

H
条゚

(46)
前
掲
註

(37)
「
陣
中

H
記
」
八
月
二
十
三
日
条
。

(47)
前
掲
註

(37)
「
陣
中

H
記
」
八
月
二
十
四
日
条
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
五
月
十
九
日
に
開
催
し
た
大
仙
市
「
明
治
1
5
0

年
」
事
業
ふ
る
さ
と
探
訪
講
座
「
部
隊
移
動
と
戦
闘
か
ら
見
た
秋
田
藩
戊

辰
戦
争
ー
古
内
左
惣
治
隊
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
秋
大
史
学
会
近
泄
・
近
代

部
会
例
会
報
告
を
兼
ね
る
）
及
び
同
年
八
月
十
九
日
に
開
備
し
た
大
仙
市
明

治
一
五

0
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
近
代
へ
の
道
程
ー
戊
辰
戦
争
と
人
ぴ
と
ー

（
秋
大
史
学
会
共
催
）
「
秋
田
藩
の
視
点
か
ら
」
を
も
と
に
構
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
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